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笛吹物語～春爛漫～
6月は土砂防止月間です
くらしの情報
子育て支援センター情報
対象者の方に郵送します
ふえふきトピックス



甲州軍団出陣甲州軍団出陣

　4月14日、第15回桃の里マラソン大会が
開催されました。ゲストランナーに小林祐
梨子さんを迎え、桃の花が咲く中、2,415
人のランナーが完走しました。
　大会上位入賞者は次のとおりです。

桃の里マラソン大会

　4月15日、浅間神社で大神幸祭が行われました。水
防を祈願する担ぎ手が、威勢よく周囲を練り歩きまし
た。艶やかな浴衣と顔におしろいを塗った姿やその独
特の担ぎ方を多くの観客が楽しんでいました。

大神幸祭
お　 み  ゆきさい

　4月6日、勇ましい甲州軍団が石和地内をパレード
しました。勝どきを上げる姿に市民や観光客から歓声があがりました。

　4月5日、桃源郷を歩こう2019IN春日居が
開催され、参加者たちは美しい桃の花を満喫
しながら、春日居地内を歩きました。

桃源郷を歩こう2019IN春日居

　4月4日～5日の2日間、山梨岡神社において、
太々神楽が行われました。桜が満開の中、風情
漂う神楽を多くの方が楽しんでいました。

太々神楽
だいだいかぐ ら

大会結果（敬称略）

5km女子中学生の部
1位　萩原衣咲 （上野原市）
2位　小林里桜 （笛吹市）
3位　北村奏良 （笛吹市）
5km男子60歳以上の部
1位　小柴淳一 （千葉県） 
2位　久保田英之 （静岡県）
3位　新井達夫 （東京都）
5km女子50歳以上の部
1位　菅原初江 （東京都）
2位　滑川文子 （東京都）
3位　岡本美紀 （静岡県）
3.5km親子・ファミリーの部
1位　反田寛郎・雄一郎 （甲州市）
2位　冨永浩一・陽介 （長野県）
3位　島田恵吾・啓介 （山梨市）

10km一般女子中学生以上の部
1位　橘田美来 （笛吹市）
2位　沼中彩里 （笛吹市）
3位　橋本　萌 （神奈川県）
10km男子40歳代～50歳代の部
1位　中部大也 （韮崎市）
2位　内堀　昭 （甲府市）
3位　川村孝司 （東京都）
10km男子60歳以上の部
1位　仙石光男 （東京都）
2位　堀内康夫 （静岡県）
3位　山田哲夫 （東京都）
10km女子40歳以上の部
1位　川西美穂 （東京都）
2位　佐々木寿子 （東京都）
3位　藤森美子 （長野県）
5km男子中学生の部
1位　内堀　勇 （甲府市）
2位　須崎康聖 （甲府市）
3位　内堀　柊 （甲府市）

ハーフ一般男子高校生以上の部
1位　海津　淳 （東京都）
2位　加藤淳司 （神奈川県）
3位　増岡源起 （甲府市）
ハーフ一般女子高校生以上の部
1位　大山綾子 （神奈川県）
2位　船越千尋 （東京都）
3位　秋本久美 （東京都）
ハーフ男子40歳代～50歳代の部
1位　礒間浩幸 （東京都）
2位　浜名哲也 （東京都）
3位　見原哲哉 （東京都）
ハーフ男子60歳以上の部
1位　佐野元明 （東京都）
2位　桧山和成 （茨城県）
3位　佐竹誠二郎 （徳島県）
ハーフ女子40歳以上の部
1位　廣瀬光子 （東京都）
2位　水藤孝子 （東京都）
3位　荻原真紀 （山梨市）
10km一般男子中学生以上の部
1位　牛山純一 （長野県）
2位　巣山慶太 （愛知県）
3位　外山高弘 （東京都）
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催
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iPhone アンドロイド

①
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

（
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
）事
業

　
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
急
病

ま
た
は
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
、
迅
速

な
救
助
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の

安
全
の
確
保
と
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
虚
弱
な
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど

②
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り

事
業
（
乳
酸
菌
飲
料
の
配
布

に
よ
る
安
否
確
認
）

　
乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
す
こ
と
に

よ
り
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
で
虚
弱
な
ど
の
状
況
に
あ
り
、

安
否
確
認
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

③
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

　
高
齢
者
本
人
の
情
報
（
か
か
り
つ
け

医
や
家
族
の
連
絡
先
な
ど
）
を
記
入
し

た
シ
ー
ト
な
ど
を
入
れ
る
容
器
を
配
布

し
、
災
害
時
や
緊
急
時
の
迅
速
な
情
報

伝
達
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
　75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
方
お
よ
び
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
方

④
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者

に
昼
食
を
配
達
し
、
自
立
し
た
生
活
の

支
援
と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
で

あ
っ
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

⑤
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
利
用
支

援
事
業
・
み
ま
も
り
あ
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
通
報
者
と

ス
テ
ッ
カ
ー
所
有
の
家
族
が
直
接
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
、
身
元
確
認
や
保
護

に
素
早
く
役
立
て
る
も
の
で
す
。

▼
対
象

①
認
知
症
が
あ
り
、
徘
徊
の
お
そ
れ
が

あ
る
方
。

②
継
続
す
る
病
気
や
怪
我
等
に
よ
り
外

出
に
不
安
が
あ
る
方
。

③
障
が
い
等
が
あ
り
、
外
出
時
に
不
安

の
あ
る
方
。

　
み
ま
も
り
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

は
、
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
利
用
者
が
行

方
不
明
時
の
捜
索
時
に
、
手
を
貸
し
て

い
た
だ
け
る
「
協
力
者
」
を
増
や
し
地

域
ぐ
る
み
で
見
守
り
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者

▼
登
録
方
法
　
次
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
込
む
か
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
「
み
ま

も
り
あ
い
」
と
検
索

し
、
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
ア

プ
リ
内
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

⑥
敬
老
祝
金
支
給
事
業

　
老
人
の
日
お
よ
び
老
人
週
間
の
行
事

と
し
て
、
高
齢
者
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

▼
対
象
　9
月
15
日
に
お
い
て
満
88
歳

お
よ
び
今
年
度
満
1
0
0
歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
で
、
8
月
1
日
現
在
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

⑦
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
な
ど
で
外

出
で
き
な
い
高
齢
者
に
、
理
美
容
の
出

張
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

寝
た
き
り
な
ど
で
外
出
が
困
難
な
方

⑧
寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
に
対
し
、
寝
具
の
洗
濯
乾
燥
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の

方
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
虚
弱
な
ど
の
状

況
の
方

⑨
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付

事
業

　　
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
う
ち
給
付

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

⑩
介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費
助
成

事
業

　
軽
度
な
要
介
護
者
に
、
介
護
予
防
用

ベ
ッ
ド
（
固
定
式
）
の
貸
与
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
在
宅
生
活
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
　要
介
護
1
、
要
支
援
1
、
2

の
介
護
認
定
を
受
け
た
方
、
ま
た
は

同
程
度
の
方
で
寝
台
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
方

⑪
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　
家
庭
で
、
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は

重
度
の
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
方
に
対
し
、
慰
労
金
（
月
額
1
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。
申
請
は
半
年
ご
と
に

受
付
（
４
月
上
旬
・
10
月
上
旬
）

▼
対
象
　市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
、
次
の
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
高
齢
者
を
、
同
一
家
庭

内
で
常
時
介
護
し
た
介
護
者

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
重
度
の
認

知
症
高
齢
者

○
各
月
ご
と
に
、
入
院
ま
た
は
施
設
入

所
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
い

こ
と
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
看
護
、
福
祉
用
具
貸
与
等

で
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
月
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

※
審
査
は
介
護
認
定
調
査
票
等
の
内
容

で
行
い
ま
す
。
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
、
認
定
切
れ
の
方
は
審
査

資
料
と
し
て
医
師
の
診
断
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

⑫
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙

お
む
つ
助
成
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
対

し
、
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
申
請
は
半
年
ご
と
に
受
付

（
４
月
上
旬
・
10
月
上
旬
）

▼
対
象
　尿
失
禁
な
ど
に
よ
り
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
で
、
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
方

⑬
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

　（G
P
S
）

　
認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
の
安
全
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
位
置
検
索
装
置
（
G
P
S
）

利
用
に
係
る
初
期
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
　在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
家
族

⑭
高
齢
者
外
出
支
援
助
成
事
業

　　
在
宅
で
、
交
通
手
段
の
利
用
が
困
難

な
高
齢
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
　75
歳
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
ま
た
は
、
65
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯
に
属
す
る
75
歳
以
上
の
方

で
、
い
ず
れ
も
市
民
税
が
非
課
税
の
方

⑮
介
護
予
防
事
業

　
い
つ
ま
で
も
自
立
し
、
自
分
ら
し
い

生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

○
い
き
い
き
百
歳
体
操

　
　
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
、
手
首
足
首

に
重
り
を
巻
い
て
お
こ
な
う
筋
力
運

動
を
、
住
民
主
体
と
な
り
グ
ル
ー
プ

（
５
人
以
上
）
で
お
こ
な
い
ま
す
。

○
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防

・
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会
…
高
齢
者
に

お
こ
り
や
す
い
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

・
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
…
高
齢
者
が
早

期
に
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
に
気
づ
く
た

め
の
簡
単
な
体
力
検
査
を
お
こ
な
い

ま
す
。

・
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
…
高
齢

者
自
身
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
フ

レ
イ
ル
予
防
の
担
い
手
を
養
成
し
ま

す
。

▼
対
象
　概
ね
60
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

○
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防
事
業

　
　
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
体
操
や
健

康
講
話
な
ど
を
行
う
、
地
域
の
方
の

集
ま
り
の
場
で
す
。

○
あ
つ
ま
れ
楽
笑
塾

　
　
健
康
で
過
ご
す
た
め
の
知
識
を
学

ぶ
た
め
に
、
体
操
、
脳
ト
レ
、
音
楽

療
法
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

○
み
ん
な
で
快
笑
塾

　
　
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
、
椅
子
に
座
っ

た
ま
ま
で
き
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　65
歳
以
上
で
介
護
予
防
が
必

要
な
方
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
、
総
合
事
業
を
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
、

継
続
し
て
参
加
で

き
る
方
、
介
助
が

必
要
な
い
方
、
送

迎
が
必
要
な
方
。

⑯
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

　
認
知
症
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
を

介
護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解

や
偏
見
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
介
護
マ
ー
ク
（
首
か
ら
下
げ
る
も

の
）
を
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
　介
護
者
（
市
内
在
住
の
、
介

護
の
必
要
な
方
、
ま
た
は
障
が
い
の

あ
る
方
を
介
護
し
て
い
る
方
）

※
各
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
①
〜
⑥
に
つ
い
て
は

　
福
祉
総
務
課
　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
5

・
⑦
〜
⑯
に
つ
い
て
は

　
長
寿
介
護
課
　
介
護
支
援
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い

る
家
族
へ
の
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
介
護
を
し
て
い

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内
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心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
、
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
活
動
に
参
加
し
、

地
域
の
中
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
社
会

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

①
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
サ
ー

ビ
ス

  

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者（
児
）の
居
宅
を
訪
問

し
て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
居
宅
介

護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）な
ど
の
ほ
か
重
度
訪

問
介
護
、
行
動
援
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

  

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
障
が
い
者
で
、
日
中
、
医
療
支

援
や
入
浴
な
ど
生
活
介
護
等
が
必
要
な
方

が
、
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
な
ど
で
過
ご

す
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
生
活
介
護
、
療
養
介

護
、
短
期
入
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
就
労
に
向
け
た
訓
練
や
働

く
場
の
提
供
を
行
う
就
労
移
行
支
援
や
就

労
継
続
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。

  

居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
の
援
助
を

受
け
な
が
ら
、
一
般
の
住
宅
な
ど
で
共
同

生
活
を
行
う
）
で
の
生
活
が
必
要
な
方

や
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
生
活
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
方
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

  

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
障
害
者
総
合
支
援
法
上
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
福

祉
施
設
な
ど
で
生
活
介
護
に
準
じ
た
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。

②
障
害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

　
児
童
発
達
支
援
や
保
育
所
等
訪
問
支

援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
在

宅
の
障
が
い
児
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
支
給
を
行
い
ま
す
。

③
自
立
支
援
医
療
制
度

  

更
生
医
療

　
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
が
、
現
在

あ
る
障
が
い
を
軽
減
（
ま
た
は
現
状
維

持
）
す
る
た
め
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

  

育
成
医
療

　
18
歳
未
満
の
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児

童
、
ま
た
は
治
療
を
行
わ
な
い
と
将
来
障

が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾
患
の
あ
る

児
童
が
、
そ
の
疾
患
を
除
去
・
軽
減
す
る

た
め
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

  

精
神
通
院
医
療

　
精
神
の
障
が
い
に
よ
り
、
通
院
に
よ
る

医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
医
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

④
補
装
具
費
の
支
給
（
修
理
）

　
身
体
的
欠
損
や
機
能
障
が
い
を
補
う
た

め
の
補
装
具
購
入
（
修
理
）
費
を
助
成
す

る
事
業
で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
制
度
が
優
先
さ
れ

ま
す
の
で
、
給
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
地
域
生
活
支
援
事
業

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
生
活
し
て

い
く
た
め
の
社
会
参
加
や
地
域
活
動
を
支

援
し
て
い
く
事
業
で
す
。

○
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

○
社
会
参
加
支
援
事
業
（
移
動
支
援
・
日

中
一
時
支
援
・
生
活
訓
練
な
ど
）

○
意
思
疎
通
支
援
事
業
（
手
話
通
訳
等
の

派
遣
な
ど
）

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
　
ほ
か

⑥
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
病
院
な
ど

で
保
険
診
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
方
法
は
自
動
還
付
方
式
（
医
療
機

関
窓
口
で
、
受
給
者
証
を
提
示
し
医
療

費
を
支
払
う
こ
と
で
、
後
日
自
動
的
に

指
定
口
座
に
還
付
さ
れ
る
方
法
）
で
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
県
外
受
診
や
針
灸

な
ど
一
部
の
医
療
は
償
還
払
い
（
一
度

支
払
っ
て
か
ら
領
収
書
を
持
参
し
窓
口

で
申
請
す
る
）
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑦
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

　
在
宅
で
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
や
要

介
護
高
齢
者
（
非
課
税
世
帯
で
、
介
護
慰

労
金
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方
に
介
護
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
）
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
券

を
発
行
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

　
県
の
補
助
を
受
け
て
行
う
「
重
度
心
身

障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
券
」
と
、
市
単
独

事
業
で
あ
る
「
笛
吹
市
社
会
参
加
タ
ク
シ

ー
券
」
の
2
種
類
を
1
カ
月
あ
た
り
2
枚

ず
つ
交
付
し
ま
す
。

※「
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
券
」

は
一
回
の
乗
車
に
一
枚
の
み
使
用
、

「
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
」
は
、
一

回
の
乗
車
に
何
枚
で
も
使
用
で
き
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
券
の
単
価
は
、
6
4
0

円
で
す
。

⑧
介
助
用
自
動
車
購
入
等
助
成

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が
い
が
あ

り
、
車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅
の
重

度
身
体
障
が
い
者
を
介
助
す
る
た
め
の
リ

フ
ト
付
自
動
車
（
新
車
）
購
入
費
ま
た
は

改
造
費
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。

⑨
特
別
児
童
扶
養
手
当

　　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）を
扶
養
し
て
い
る
方
に
対
す
る
手
当

で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑩
特
別
障
害
者
手
当
等

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重

複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が
あ

り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
障
が
い
者
に
対
す
る
手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

⑪
障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・
精

神
に
重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が

あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
障
が
い
児
に
対
す
る
手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
場
合
は
支
給
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。

⑫
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　
18
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴

児
に
対
し
、
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
た

め
補
聴
器
の
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

⑬
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

　
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
ま
た
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
な
ど
で
災
害
時
避
難

行
動
要
支
援
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
方

に
、
か
か
り
つ
け
医
や
家
族
の
連
絡
先
な
ど

の
情
報
を
記
入
し
た
シ
ー
ト
な
ど
を
保
管
す

る
容
器
を
配
布
し
、
災
害
時
や
緊
急
時
の

迅
速
な
情
報
伝
達
を
支
援
し
ま
す
。

⑭
や
ま
な
し
思
い
や
り
パ
ー
キ
ン

グ
制
度

 

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、
け
が

人
の
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
で
車
の
乗
り

降
り
や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
に
「
思

い
や
り
駐
車
区
画
」
の
利
用
証
を
交
付

し
、
公
共
施
設
、
店
舗
な
ど
の
障
害
者
等

用
駐
車
場
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
制
度
で
す
。

⑮
介
護
マ
ー
ク
配
布
事
業

　
認
知
症
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
を
介

護
し
て
い
る
方
が
、
周
囲
か
ら
誤
解
や
偏

見
を
も
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
内

在
住
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
介
護
し

て
い
る
方
に
、
介
護
マ
ー
ク
（
首
か
ら
下

げ
る
も
の
）
を
配
布
し
ま
す
。

⑯
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
本
人
や
そ
の

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支

援
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
権
利
擁
護
の
た
め

に
必
要
と
な
る
援
助
も
行
い
ま
す
。

　
相
談
の
窓
口
は
、「
笛
吹
市
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
に
、

市
が
相
談
支
援
業
務
を
委
託
す
る
3
カ
所

の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
笛
吹
市
役
所
保
健
福
祉
館
2
階

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

【
相
談
業
務
の
委
託
事
業
所
】

・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ふ
え
ふ
き

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
4
4
8

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

・
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
笛
吹
市
八
代
町
北
2
3
6

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）1
8
5
0

・
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
笛
吹
市
石
和
町
下
平
井
3
2
9

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
7
7

⑰
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
手
助
け
が
必
要
な

方
と
手
助
け
し
た
い
方
を
結
ぶ
カ
ー
ド
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
配
慮
し
て
欲
し
い
こ
と

な
ど
を
記
入
し
て
、
日
常
の
生
活
や
災
害

時
・
緊
急
時
等
周
囲
に
手
助
け
を
求
め
た

い
と
き
に
使
用
し
、
手
助
け
を
求
め
や
す

く
す
る
カ
ー
ド
で
す
。
希
望
者
に
は
窓
口

で
配
布
し
ま
す
。

　
こ
の
他
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
も
市
役
所
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
税
の
減
免

○
N
H
K
放
送
受
信
料
の
免
除

○
自
動
車
燃
料
費
助
成

○
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

○
そ
の
他
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

※
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
障
が

い
者
の
定
義
に
難
病
疾
患
等
が
加
わ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
難

病
疾
患
の
方
は
、
身
体
状
況
に
よ
り
、

①
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
サ
ー
ビ

ス
、
④
補
装
具
費
の
支
給
、
⑤
地
域

生
活
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
3

　
℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

〜
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
〜

〜
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
〜

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
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　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険

制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国

民
健
康
保
険
（
以
下「
国
保
」）
の
制
度

や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
に
よ
っ
て
国
保
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
納
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
年
度
の
途
中
で
40
歳
に
な
る
と
き
は

介
護
保
険
が
追
加
に
な
り
ま
す

　40
歳
の
誕
生
日
の
月
（
1
日
が
誕
生

日
の
人
は
そ
の
前
月
）
の
分
か
ら
介
護
保

険
分
を
納
め
ま
す
。
該
当
者
が
い
る
場

合
は
、
年
度
途
中
で
税
額
が
変
更
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
る
と
き
は

　65
歳
に
な
る
前
月
（
1
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
前
々
月
）
ま
で
の
介
護
保
険

分
を
計
算
し
、
国
保
税
と
し
て
年
度
末

ま
で
の
納
期
に
分
け
て
計
算
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
年
度
途
中
で
の
介
護
保
険
分
に

よ
る
年
税
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
年
度
の
途
中
で
75
歳
に
な
る
と
き
は

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

移
り
ま
す

　75
歳
に
な
る
前
月
（
1
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
前
々
月
）
ま
で
の
国
保
税
と

し
て
年
度
末
ま
で
の
納
期
に
分
け
て
計
算

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
年
度
額
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　国
保
税
は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て

世
帯
主
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
は
な
い

場
合
で
も
、
住
民
票
世
帯
内
に
国
保
被

保
険
者
が
い
れ
ば
、
国
保
税
の
納
税
義

務
者
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
の
で
、
納

税
通
知
書
・
納
付
書
は
世
帯
主
あ
て
に

送
り
ま
す
。

●『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
』
に
関
す
る

お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
お
薬
代
の
負
担
軽
減
や

国
保
医
療
費
の
適
正
化
の
た
め
、
皆
様

が
薬
局
で
処
方
さ
れ
た
お
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
替
え
た
場
合
に
削

減
で
き
る
自
己
負
担
額
（
差
額
）
に
つ

い
て
、
対
象
者
の
方
に
年
2
回
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
切
替

え
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
及
び
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
持
ち
の
皆
様
へ

　医
療
費
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で

に
抑
え
ら
れ
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

及
び
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
が
7
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り

更
新
の
お
知
ら
せ
通
知
は
発
送
し
ま
せ

ん
の
で
、
更
新
が
必
要
な
方
は
、
8
月
に

な
り
ま
し
た
ら
国
民
健
康
保
険
課
の
窓

口
で
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　国
民
健
康
保
険
課

　国
保
総
務
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の
前
月

か
ら
4
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
多
胎
妊
娠
の

場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

の
3
カ
月
前
か
ら
6
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
の
該
当
し
た

期
間
が
対
象
で
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
4
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、

流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

▼
対
象
者
　国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
2
月
1
日

以
降
の
方

▼
届
出
時
期
　出
産
予
定
日
の
6
カ
月

前
か
ら
届
出
で
き
ま
す
。（
届
出
期
限

は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
届
出
場
所
　市
役
所
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
年
金
事
務
所

▼
持
ち
物
　母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産

予
定
日
（
ま
た
は
出
産
日
）
と
親
子

関
係
の
分
か
る
も
の
、
年
金
手
帳
、

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
、
印
鑑

▼
産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い

　
　産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ

た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も

の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　国
民
健
康
保
険
課

　高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

笛
吹
市
国
民
健
康
保
険
通
信

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

　み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
に
〜

国
民
健
康
保
険
が
あ
る
か
ら

「
安
心
」
で
す

国
保
税
の
税
額
の
内
訳
は

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

国
保
税
の
納
税
通
知
書
は

世
帯
主
あ
て
に
7
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す

産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
と
な
り
ま
す

　氏名等掲示の掲載順序は、都道府県や市町村の選挙管理委員会が、公示または告
示日に立候補の届出の受付を終了した後にくじで定めています。
　都道府県の選挙管理委員会　⇒　衆議院議員や参議院議員の選挙
　市町村の選挙管理委員会　　⇒　その他の選挙

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会事務局　☎ 055（262）4111

笛吹市選挙管理委員会　笛吹市明るい選挙推進協議会

NO.34
「選挙」
豆知識

～家族で「選挙」のことについて話してみよう～～家族で「選挙」のことについて話してみよう～
山梨県議会議員一般選挙が執行されたね。
記載台に貼られている“候補者の氏名”や“党派”が
書いてある紙を、｢氏名等掲示｣って言うんだ。
みんな知っていたかな？

平成30年度 平成31年度

○医療保険料の均等割について、これまで９割軽減となっていた方は、今年度、８割軽減に変わります。

（例）年金収入80万以下の方

※医療保険料を年金からの引き落としで納めている場合、引き落とし額への影響は10月からです。
○所得の低い高齢者の方の介護保険料については、今年度、保険料の負担が軽減されます。
※介護保険料軽減は半年度分の軽減額を年度平均した額です。課税者が同居している場合は対象外と
なります。
○所得の低い年金受給者の方へは、今年１０月から、年金生活支援給付金（基準額月5,000円）の制
度が始まります。
※老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含む）の場合、支給要件（65歳以上で老齢年金を受
給中、世帯全員の市民税が非課税、前年の年金収入額と所得額の合計が879,300円以下）を全て
満たす必要があります。
※金額は保険料を納めた期間等により異なり、基本的に10,11月分を12月（年金の支払日と同日）
に振り込みます。

■問合せ先　・後期高齢者医療制度または介護保険について　　　　☎055（262）4111
　　　　　　・年金生活者支援給付金について　ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165

後期高齢者医療保険加入者で医療保険料の
均等割9割軽減の皆様へ

9割軽減
（月平均380円）

8割軽減
（月平均750円）

保険料の納付額（2割）保険料の納付額（1割）
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　こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
季
に
な
り
ま

す
。　こ

の
時
期
か
ら
、
大
雨
や
台
風
に
よ

る
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　土
砂
災
害
等
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
、
日
頃
の
備
え
や
、
気
象
情
報
な
ど

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　土
砂
災
害
の
危
険
の
あ
る
箇
所
は
、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　ま
た
、
市
に
は
、
危
険
箇
所
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
所
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　県
と
甲
府
地
方
気
象
台
で
は
、
大
雨

に
よ
り
土
砂
災
害
が
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
た
と
き

に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
て
「
土

砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
共
同
で
発
表
し

ま
す
。
市
か
ら
も
防
災
行
政
無
線
お
よ

び
地
元
消
防
団
に
よ
る
広
報
活
動
な
ど

を
通
じ
て
伝
達
し
ま
す
。

　こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

土
砂
災
害
の
恐
れ
を
感
じ
た
時
は
、
避

難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
市
内
13
カ
所

の
降
雨
量
や
積
算
降
雨
量
を
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
防

災
・
救
急
」
か
ら
、
注
目
コ
ン
テ
ン
ツ

の
「
笛
吹
市
雨
量
情
報
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
避
難
所
等
に
つ

い
て

防
災
危
機
管
理
課

　消
防
防
災
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

・
浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
・
雨
量
情
報
に
つ
い
て

土
木
課

　総
務
用
地
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

危
険
箇
所
や
前
兆
を
知
り
、
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

危
険
箇
所
や
前
兆
を
知
り
、
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

■問合せ先　防災危機管理課　消防防災担当　☎ 055（262）4111

モモッピー（以下、桃）「これから雨の多い季節になるッピ☆」
防災のお姉さん（以下、姉）「雨が多い時期には、土砂災害や水害などが起こりやすいから、早め
の避難を心がけておこうね。」
桃「避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示、全部覚えたッピ♪ モモッピーは、まだ
高齢者じゃないから、避難勧告で避難するッピ☆」
姉「避難情報の言葉の意味はそうではないん
だよモモッピー。避難準備・高齢者等避難
開始では、災害の危険がある地域の人は避
難を開始するよう促す意味もあるんだよ。」
桃「もう一度避難情報の意味と、住んでいる
場所にある危険をハザードマップで調べる
ッピ☆」
姉「土砂災害や洪水災害は、危険が迫ってか
らでは行動できなくなることが多いので、
早め早めに対応して、危険な場所から避難
しようね。」

モモッピーと

一緒に防災
早目の避難をこころがけよう。

男女共同参画宣言都市　笛吹市
■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎ 055（262）4111

笛吹市男女共同参画推進委員会

No.

150

～さんかく川柳～   第6回

子どもたちにも
大人のみなさん
にも、一緒に楽し
んでもらえると
うれしいなぁ。

笛ちゃん 吹ちゃん

男女共同参
画川柳でつ
くった「かる
た」が完成し
たね！

　本調査では働きやすい職場
に必要な条件などについても
聞いており、多くの企業が
“円滑な人間関係の構築”や
“休暇制度・福利厚生の充
実”などを重視して取り組ん
でいる状況も伝わってきまし
た。しかし、男性の育休取得
率の低さにも見られるとおり、
習慣化した今の働き方を変え
ることはなかなか険しい道のり
であると考えられます。これを
変えていくには、やはり組織
のトップが率先して『イクボス
宣言』などの新しいアクション
を行い、従業員に伝えていく
必要があるのではないでしょうか。
　最後に、ご協力いただきました各社には心から感謝いたします。ありがとうございました。

　昨年度、職場部会で実施した「働きやすい職場を考えるための実態調査」について、集計結果がまとま
りました。市内103社の企業・事業所にご協力いただき、調査を行うことができました。以下、一部を抜
粋してご報告いたします。
　なお、回答率は71.8％（74社から回答）となっておりますのでご承知ください。

　出産・育児に関わる休暇の取得率に注目
してみると、男性の育児休暇の取得率が合
計で21.3%と低い結果が出ています。しか
し、男女共に育児休暇を取得できると答え
た企業は51社ありました。このことから、
育児休暇取得率の低さは、従業員側からで
は休暇を申請しづらい雰囲気が職場にある
のではないかと考えることができます。

昨年募集した男女共同参画川柳の入選作品からご紹介しています！

妻無尽  「行ってこうし」 と送り出す 深夜の帰宅 感謝の弁　
佐野英美さん

笛吹市男女共同参画推進委員会
150150

　昨年度、職場部会で実施した「働きやすい職場を考えるための実態調査」について、集計結果がまとま
りました。市内103社の企業・事業所にご協力いただき、調査を行うことができました。以下、一部を抜
粋してご報告いたします。

働きやすい職場を考えるための実態調査 結果報告 職場部会

家庭部会～かるたが完成しました！～
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一
宮
町
中
尾
に

住
む
岩
間
氏
は
、

学
ん
だ
陰
陽
五
行

を
用
い
て
、
個
人

の
存
在
意
味
や
本
質
を
文
字
で
表
現
し

た
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
最
近
作
成
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

▼
期
間

　
6
月
2
日（
日
）〜
30
日（
日
）

▼
場
所
　
青
楓
美
術
館

○
開
館
時
間
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
月
曜
日

▼
入
館
料
　

一
　
　
　
般
　
3
0
0
円

大
・
高
校
生
　
2
0
0
円

小
・
中
学
生
　
1
0
0
円

※
65
歳
以
上
は
無
料

■
問
合
せ
先
　

・
青
楓
美
術
館

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
1
2
2

・
文
化
財
課

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

　
今
か
ら
74
年
前
、

太
平
洋
戦
争
の
末

期
、
沖
縄
の
も
う
一

つ
の
戦
争
と
言
わ
れ

る「
マ
ラ
リ
ア
戦
争
」

の
実
態
を
波
照
間
島

民
の
証
言
を
も
と
に

描
く
朗
読
構
成
劇
で

す
。

▼
日
時
　
6
月
16
日（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
　
劇
団
や
ま
な
み

▼
入
場
料
　
一
般
　
1
5
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　
　
1
0
0
0
円
　

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

▼
日
時
　
6
月
8
日（
土
）〜
16
日（
日
）

　
午
後
8
時
〜
9
時

▼
場
所
　四
ッ
沢
砂
防
公
園
ほ
た
る
水

路
周
辺

▼
駐
車
場
　
リ
ニ
ア
展
望
台
駐
車
場

※
大
型
車
両
（
バ
ス
な
ど
）
は
、
八
代

ふ
る
さ
と
公
園
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
稲
山
ほ
た
る
銀
河
の
会

　
☎
０
９
０（
３
０
６
４
）６
３
１
４

　
日
々
の
授
業
の
中
で
生
徒
が
心
を
込

め
て
作
っ
た
野
菜
、
そ
の
野
菜
や
果
物

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。
カ
フ
ェ
で
は
、
各
種
お
飲

み
物
と
焼
き
菓
子
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
7
日（
金
）

　
午
後
1
時
15
分
〜
2
時
15
分

▼
場
所
　
桃
花
台
学
園

▼
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
7
6
0

　
県
内
在
住
の
邦
楽
の
分
野
で
活
動
す

る
人
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
邦
楽
合
奏
団

紅
薔
薇
に
よ
る
演
奏
会
。
日
本
音
楽
の

素
晴
ら
し
さ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

　
本
年
度
は
昨
年
に
引
き
続
き
日
吉
章

吾
氏
に
賛
助
主
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
日
時
　
6
月
8
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
八
千
代
獅
子
、
千
代
の
寿
、

落
葉
の
踊
り
、
春
の
海
幻
想
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
、
入
場
整
理
券
を
配
布
中
）

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

　
毎
回
大
人
気
の
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ

る
、
感
動
あ
ふ
れ
る
演
奏
会
で
す
。
往

復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
7
日（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
15
分

　
開
演
　
午
後
2
時
〜

▼
会
場

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
「
集
会
室
」

▼
入
場
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
て
次
の

項
目
を
記
載
し
郵
送

・
往
信
用（
裏
）は
、

　
自
宅
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

・
返
信
用（
表
）は
、

　
自
宅
の
住
所
、
氏
名

・
返
信
用（
裏
）は
、
抽
選
結
果
を
印
刷

し
ま
す
の
で
、
何
も
書
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
締
切
　
6
月
14
日（
金
）（
必
着
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

※
当
選
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
２
名
様

ま
で
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
し
込
み
先

（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団

　
〒
4
0
6
|
0
0
3
5

　
石
和
町
広
瀬
6
2
6
|
1

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
海
上
自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会
係

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

　
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
た
な
富
士
山
の
魅
力
を
調
査
、
紹
介

し
て
い
ま
す
。
第
3
回
講
座
で
は
、
全

国
食
育
推
進
大
会
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
海
浜
部
の
産
物
と
富
士
山
の
関

わ
り
を
お
話
し
す
る
予
定
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
15
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　（
富
士
河
口
湖
町
船
津
6
6
6
3
|
1
）

▼
参
加
費
用
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
5（
7
2
）2
3
1
4

子
育
て
マ
マ
の
た
め
の

ほ
っ
こ
り
森
さ
ん
ぽ

▼
対
象
　
0
〜
2
歳
児
を
子
育
て
中
の

方
（
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

▼
日
時
　
7
月
27
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
定
員
　
10
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
　
電
話
に
て
事
前
申
込

▼
申
込
期
間

　
6
月
1
日（
土
）午
前
9
時（
先
着
順
）

金
川
の
森

お
た
す
け
ミ
ッ
シ
ョ
ン
！

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小
3
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

▼
日
時
　6
月
16
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
定
員
　
15
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
　
当
日
受
付
（
先
着
順
）

ち
び
っ
こ
森
タ
イ
ム

し
ぜ
ん
と
あ
そ
ぼ
！

▼
対
象
　
3
〜
6
歳
児
（
保
護
者
同
伴
）

▼
日
時
　6
月
23
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
集
合
場
所
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

▼
定
員
　
15
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
　
当
日
受
付
（
先
着
順
）

■
問
合
せ
先
　
　

　
金
川
の
森
公
園
管
理
事
務
所
　

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5
　

昨年の公演より

昨年の演奏会より

昨年の演奏会より

べ
に

そ
う
　  
び

第
12
回
邦
楽
合
奏
団

紅
薔
薇
コ
ン
サ
ー
ト

「
邦
楽
の
響
き
」

い
わ
ま

や
す
の
り

ふ
で

た
ま

青
楓
美
術
館 

ぶ
ど
う
畑
の

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

岩
間
靖
典
作
品
展

「
祝
福
の
筆
霊
Ⅱ
」

劇
団
や
ま
な
み
公
演

「
ハ
テ
ル
マ
ハ
テ
ル
マ
」

稲
山
ほ
た
る
銀
河
の
会
　

ほ
た
る
祭
り

金
川
の
森

6
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

桃
花
ダ
イ
ス
キ
マ
ー
ケ
ッ
ト

県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
　

令
和
元
年
度
世
界
遺
産
富

士
山
講
座
第
3
回

海
上
自
衛
隊

音
楽
隊
演
奏
会

Inform
ation of living

催
　し  

べ
に
そ
う
び
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催

し

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

生
活
・
環
境

相

談

催

し

募

集

講
座
・
教
室

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

子

育

て

子

育

て

生
活
・
環
境

相

談



　
市
で
は
、
現
在
見
直
し
作
業
中
と
な

っ
て
い
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
、
よ
り
広
く
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
若
干
名

▼
応
募
資
格
　
平
成
31
年
4
月
1
日
現

在
満
20
歳
以
上
の
笛
吹
市
に
お
住
ま

い
の
方

▼
任
期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
令
和
2
年

3
月
31
日
ま
で

▼
内
容
　委
員
と
し
て
年
に
数
回
程

度
、
委
員
会
で
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
応
募
期
間

　
6
月
3
日（
月
）〜
14
日（
金
）

▼
応
募
方
法

　
　
応
募
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

窓
口
ま
た
は
笛
吹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
）
に
ご
記

入
の
う
え
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
へ

持
参
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
の
い
ず

れ
か
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法
　
書
類
選
考

　
　
な
お
、
選
考
の
結
果
は
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

　
〒
4
0
6
|
8
5
1
0

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

　℻
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
5

▼
業
務
内
容
　小
学
校
児
童
の
保
育
　

▼
雇
用
期
間

　
7
月
24
日（
水
）〜
8
月
22
日（
木
）　

▼
勤
務
時
間
　午
前
7
時
30
分
〜
午
後

6
時
30
分
の
間
で
7
時
間
45
分
（
週

3
日
か
ら
可
能
）　

▼
資
格
　高
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で
、

65
歳
未
満
の
方
（
学
生
可
）　

▼
日
額
　6
8
0
0
円

保
育
士
・
教
員
資
格
等
を
お
持
ち
の
方

8
1
0
0
円

▼
募
集
人
員
　
3
名
程
度

▼
申
し
込
み
方
法
　
7
月
5
日（
金
）ま

で
に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
及
び
臨

時
職
員
登
録
票
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
子
育
て
支
援
課
へ
本
人
が
申

込
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
職
員
登
録
票
は
子
育
て
支
援
課

に
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

■
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
課

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

　
9
月
14
日
か
ら
16
日
の
3
日
間
、
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
全
国
か
ら
音
楽
愛

好
家
が
集
い
、
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
音
楽
祭
に
出
演
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
曲
目

は
、
フ
ラ
ン
ク
「
交
響
曲
ニ
短
調
」、

フ
ォ
ー
レ
「
レ
ク
イ
エ
ム
」、
エ
ル
ガ

ー
「
威
風
堂
々
」
他
で
す
。

（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
出
演
者
募
集
内
容
）

▼
募
集
演
奏
者
　
弦
楽
器
・
管
楽
器

▼
応
募
条
件
　
音
楽
祭
開
催
期
間
中
の

練
習
･
本
番
に
参
加
で
き
る
方

▼
参
加
費
　
1
万
1
0
0
0
円

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

　
山
梨
県
で
は
、
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成

を
通
じ
て
、
統
計
を
活
用
し
、
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、「
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
調
べ
て
、

統
計
グ
ラ
フ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
応
募
資
格
　
県
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
で
小
学
生
以
上
の
方

▼
課
題
　
自
由
（
小
学
校
4
年
生
以
下

の
児
童
に
つ
い
て
は
、
自
ら
観
察
ま

た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
）

▼
規
格
　
Ｂ
2
判
（
72
・
8
㎝
×
51
・
5

㎝
　
紙
質
、
色
彩
は
自
由
で
す
が
、

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、
表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ

バ
ー
等
の
調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
）
用
紙
は
山
梨
県
県
民
生
活
部
統
計

調
査
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
6
月
4
日（
火
）〜
9
月

4
日（
水
）

▼
応
募
方
法
　
山
梨
県
県
民
生
活
部
統

計
調
査
課
あ
て
郵
送
ま
た
は
持
参

■
問
合
せ
先

　山
梨
県
県
民
生
活
部
統
計
調
査
課
　

〒
4
0
0
|
8
5
0
1

　
甲
府
市
丸
の
内
1
|
6
|
1

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
4
0

　「
働
く
・
く
ら
す
・
備
え
る
〜
誰
も

が
活
躍
で
き
る
社
会
に
向
け
て
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、「
男
女
共
同
参
画
と
防
災
」

を
切
り
口
と
し
て
男
女
共
同
参
画
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
！

▼
日
時
　
6
月
22
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

▼
内
容

①
基
調
講
演
：
男
女
共
同
参
画
社
会
っ

て
何
？
〜
基
礎
か
ら
学
び
直
す
男
女

共
同
参
画
〜

　
講
師
：
萩
原
な
つ
子
氏
（
立
教
大
学

社
会
学
部
／
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
教
授
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
男
女
共
同
参
画
と

防
災

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
県
　
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
5
8

　
メ
ー
ル
　kenm
in-skt@

pref.ya

　m
anashi.lg.jp

※
手
話
通
訳
あ
り
。
無
料
託
児
希
望
の

方
は
6
月
17
日（
月
）ま
で
に
電
話
、

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
が
市
内
の
介
護
施
設
等
で
介

護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
ご
自
身
の
介
護
予
防
に
つ
な

げ
、
活
き
活
き
と
し
た
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
笛
吹
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳

以
上
の
方

▼
日
時
　
6
月
10
日（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

・
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

・
高
齢
者
特
性
、
障
が
い
特
性
に
つ
い

て
▼
定
員
　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
）

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
地
域
福
祉
課
）

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2

▼
日
程
　
７
月
11
日（
木
）、
12
日（
金
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

▼
会
場
　
甲
府
市
「
湯
村
自
動
車
学
校
」

▼
受
講
料
　
無
料
　

▼
定
員
　
15
名
（
書
類
選
考
に
よ
り
決

定
し
ま
す
）

▼
締
切
日
　
６
月
11
日（
火
）

▼
要
件
　
初
め
て
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希

望
す
る
60
歳
以
上
の
方

（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

　■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
0
5
5（
2
2
8
）8
3
8
3

　
視
覚
障
が
い
者
の
生
活
に
つ
い
て
理

解
し
、
朗
読
の
基
礎
知
識
や
読
み
方
を

習
得
し
、
視
覚
障
が
い
者
が
安
心
で
き

る
生
活
を
提
供
す
る
事
を
目
的
と
し
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
12
日（
水
）〜
７
月
31
日

（
水
）（
全
８
回
）
毎
週
水
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
　

▼
場
所
　
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
の
家
（
場

所
・
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
）

▼
定
員
　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
）

▼
参
加
費
　
無
料

　■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

　
子
ど
も
た
ち
が
日
本
を
代
表
す
る
伝

統
文
化
で
あ
る
狂
言
に
ふ
れ
る
機
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
舞
と
謡

等
の
稽
古
を
行
い
、
最
終

日
に
は
装
束
を
つ
け
て
の

発
表
会
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
事
業
は
、
宝

く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て

実
施
し
ま
す
。

▼
日
時

・
7
月
17
日（
水
）・
23
日（
火
）

　
午
後
7
時
〜
9
時

・
7
月
24
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

・
8
月
5
日（
月
）午
後
1
時
〜
3
時

・
8
月
6
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

・
8
月
14
日（
水
）午
後
1
時
〜
3
時

・
8
月
15
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

・
8
月
16
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午
、

　
発
表
会
は
午
後
7
時
開
演

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
大
蔵
流
狂
言
山
本
家

　
山
本
則
俊
氏
　
ほ
か

▼
参
加
対
象

　
市
内
小
中
学
生
20
名
程
度

▼
参
加
料
　
全
8
日
で
2
0
0
0
円

▼
参
加
条
件

　
稽
古
と
発
表
会
に
参
加
で
き
る
方

■
問
合
せ
先
　（
公
財
）ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

昨年の演奏会より

「
第
67
回
山
梨
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」の
開
催

に
つ
い
て

笛
吹
音
楽
祭
演
奏
者
募
集

介
護
施
設
運
転
講
習
会（
福
祉

有
償
運
送
運
転
資
格
取
得
）

「
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
」

こ
ど
も
狂
言
教
室

笛
吹
市
い
き
い
き
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
専
門
委
員
募
集

夏
休
み
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

臨
時
職
員
の
募
集

募
　集  

講
座・教
室

や
ま
な
し
男
と
女
と
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
！

ひ
と

ひ
と
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▼
日
時

　6
月
7
日（
金
）

○
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所

　市
役
所
本
館
前
駐
車
場

▼
持
ち
物

　献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
各
種
保
険
証
な
ど
）

■
問
合
せ
先

　健
康
づ
く
り
課

　健
康
企
画
担
当

　☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

▼
対
象

　0
歳
児
〜
大
学
生

▼
日
時

　7
月
7
日（
日
）〜
9
日（
火
）

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所

　県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大

野
1
0
0
9
）

▼
相
談
内
容

　

○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す

る
悩
み
の
相
談

○「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

や
生
活
・
学
習
に
つ
い
て
（
育
児
相

談
・
教
育
相
談
）
　な
ど

▼
参
加
料

　無
料

▼
申
し
込
み

　7
月
3
日（
水
）午
後
3

時
ま
で
に
電
話
か
F
A
X
で

■
申
込
・
問
合
せ
先

　県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　☎
0
5
5
3（
2
2
）1
3
7
8

　℻
0
5
5
3（
2
2
）6
4
1
9

▼
対
象

　
　

○
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
、
成
人
お
よ
び
保
護
者

○
教
育
・
福
祉
関
係
お
よ
び
視
覚
障
が

い
教
育
に
関
心
の
あ
る
方

　

○
本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

と
そ
の
家
族
お
よ
び
関
係
者
な
ど

▼
日
時

　6
月
22
日（
土
）
　

　午
前
9
時
〜
午
後
2
時

▼
場
所

　県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯

田
2
|
10
|
2
）

　
　

▼
内
容

　盲
学
校
の
概
要
説
明
お
よ
び

校
内
、
授
業
見
学

▼
参
加
料

　無
料

▼
申
し
込
み

　6
月
12
日（
水
）正
午
ま

で
（
受
付
は
平
日
の
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　県
立
盲
学
校

　☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1

　℻
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
2

▼
対
象

　未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時

　6
月
12
日（
水
）

　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　境
川
児
童
館

▼
内
容

　リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　水
筒
・
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み

　不
要

■
問
合
せ
先

　境
川
児
童
館

　☎
0
5
5（
2
6
6
）8
0
7
7

　ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
足
型
ア
ー
ト

も
作
れ
ま
す
。

▼
対
象

　2
カ
月
〜
1
歳
半
く
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時

　6
月
11
日（
火
）

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　菊
島
裕
香
先
生

▼
定
員

　10
組

▼
参
加
費

　無
料

▼
持
ち
物

　バ
ス
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
　必
要

■
申
込
・
問
合
せ
先

　春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　☎
0
5
5
3（
2
6
）2
8
6
6

※詳しくは、お問い合わせください。

0

5

10

15

20

25

H27年度 H28年度 H29年度

県立産業技術短期大学校 塩山キャンパス
（甲州市塩山上於曽1308）

☎0553（32）5202

県立就業支援センター
（甲府市塩部4-5-28）
☎055（251）3210

〜
献
血
に
ご
協
力
を
〜

気
軽
に
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

夏
の「
き
こ
え
」と

「
こ
と
ば
」の
相
談
会

県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

境
川
児
童
館

親
子
で
遊
ぼ
う

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

足
型
ア
ー
ト
を
つ
く
ろ
う

子 

育 

て

健康・福祉

▶「介護支援専門員（ケアマネージャー）試験対策講座」
（8月開講）
※仕事に役立つスキルアップ講座を通年で行っています。

▶はじめての中国語（7月開講）
▶商業簿記3級（前編）（7月開講）

内容・備考 申込・問合せ先

能力開発セミナー

食育の日食育の日
毎月 日は

　市では、食育推進計画を策定し、生涯にわたり、健やかに充実した生活が送れるための取り組みをおこなっ
ています。
　目標の1つである「朝食を欠食する人の割合を減らす」について現状をお知らせします。

【目標値】（令和5年度）
・朝食を欠食する子どもの割合（笛吹教育白書より）： ０％
・朝食を欠食する高校生の割合（高校生アンケートより）： １０.０％
・朝食を週3回以上抜く人の割合（笛吹市健康診断問診結果より）
　２０～３９歳：２１.９％、６５歳以上：３.４％

1日のはじまりの食事「朝ごはん」
　朝ごはんを食べると　体温が上がり、体が活発になる。
　脳にエネルギーが補給され集中力アップ。腸が刺激されてはたらきが良くなる。
家族みんなで朝ごはんを食べて１日を元気にスタートさせましょう。

朝食を欠食する割合
小学５年生

中学２年生

高校生

20～ 39歳

65歳以上

2.5

23 23.2 20.7

11 9.9

4.4
6.1 9.8

3.6 3.6 3.7
1.8 2.7

特に中学２年生の割合
が悪化しています。
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（Android版）（iOS版）

http://kidsyatsushiro.yukigesho.com/

http://blogs.yahoo.co.jp/kidsisawa5
※イベント情報
は、QRコード
からチェック
してください。

http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/kodomoen/isawa/

http://www.yuyuyu.org/

子育て支援センター情報
　子育て支援センター情報は、市のスマートフォンアプリ
「ふえふき子育て広場」からも確認できます。

ダウンロードは
こちらから

ファミリーの日
「天然素材のアロマスプレー作り」
　虫よけ用、ボディー用、お部屋用を選んで作り
ます。

▼対象　未就学児親子（ゆるやか託児あり）
▼日時　6月16日（日）午前10時30分～正午

▼講師　長田 美香氏（フィトセラピーLUANA主宰）
▼定員　10組　 ▼参加費　700円

▼申し込み　必要

助産師さんと
おしゃべりTime

▼日時　6月19日（水）
　午前10時～正午

▼参加費　無料　 ▼申し込み　不要

親子のための園選び～気になる保活～

▼日時　6月26日（水）午前10時～11時30分

▼場所　ホテル春日居　鳳凰の間

▼講師　角田 亮太氏（石和第五保育所所長)

▼内容　園選びの様々な疑問についてわかりやす
くお話ししてくれます。

▼申し込み　必要

おもちゃ病院

▼日時　6月27日（木）午前9時～正午

▼講師　葭沢 一正氏・石井 正典氏

▼持ち物　壊れたおもちゃ、説明書

▼申し込み　不要
※おもちゃの修理はお子さん1人につき1つまで

ベビーマッサージ

▼対象　10カ月までのお子さんとその保護者

▼日時　6月12日（水）午前10時～11時30分

▼持ち物　大判バスタオル　 ▼申し込み　必要

陶芸教室

▼日時　6月10日(月)午前10時30分～11時30分

▼講師　早川 志津子氏 

▼内容　葉っぱのお皿作り

▼定員　8組　 ▼材料費　300円

▼申し込み　必要

心も身体もリフレッシュ
「体操教室」

▼日時　6月14日(金)午前10時30分～11時30分

▼場所　春日居あぐり情報ステーション　

▼内容　簡単なストレッチや体を使ったあそび

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要
※動きやすい服装でご参加ください。

DROP IN
　季節に合わせた行事・食育に目を向け、子育て
親子が気軽に立ち寄れる場です。

▼日時　6月5日・12日・19日・26日(各水曜日)
　午前10時30分～午後12時30分　

▼内容　季節の制作・あそび、
　臨床心理士による子育て相談

▼参加費　無料

▼申し込み　不要
※スープランチ付き

わかば見学会＆保活説明会

▼対象　妊娠中の方、未就園児とその保護者

▼日時　6月19日（水）午前10時30分～

▼場所　わかば保育園遊戯室

▼内容　園舎見学ほか、保活全体の説明もあり

▼申し込み　必要

赤ちゃんの日

▼対象　2～10カ月のお子さんとその保護者

▼日時　6月7日（金）午前10時30分～正午
　午後2時30分～4時

▼申し込み　必要

あそびのおけいこ

▼対象　歩行を開始しているお子さんとその保護者

▼日時　6月11日（火）午前10時30分～

▼場所　スコレーセンター

▼講師　渡辺 光美氏　 ▼申し込み　必要

歯みがき講座～年齢別に気をつけた
いポイント個別指導付き～

▼対象　未就園児親子　

▼日時　6月7日（金）午前10時30分～11時30分

▼場所　御坂児童センター

▼講師　山梨県歯科衛生士会　歯科衛生士

▼定員　50組　 ▼参加費　無料

▼申し込み　必要

救急法講座 ～わが子を守る方法 正し
い方法を知ろう～

▼対象　未就園児親子（託児はありませんがお子
様と一緒に参加できます）

▼日時　6月14日(金)午前10時30分～11時30分

▼場所　御坂児童センター
▼講師　笛吹市消防本部の消防士

▼定員　30組
▼申し込み　必要

アロマ講座

▼対象　市内在住の未就園児親子

▼日時　6月18日（火）午前10時30分～11時

▼場所　御坂児童センター

▼講師　笠井 樹子氏（アトリエプレジール主宰）

▼内容　コーチング ～声かけの仕方～

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要

親子教室 
～父の日にアイシングクッキーを贈ろう～

▼対象　未就学児親子

▼日時　6月11日（火）午前10時30分～11時30分

▼定員　16組　 ▼参加費　500円

▼持ち物　エプロン、三角巾、お手拭

▼申し込み　必要

ママタイム
～お子さんの小物を作ります～

▼対象　未就学児保護者（託児付）

▼日時　6月20日（木）
　①午前10時30分～正午
　②午後1時30分～ 3時

▼定員　各回5名

▼参加費　500円

▼持ち物　裁縫セット

▼申し込み　必要

骨盤エクササイズ教室

▼対象　未就学児保護者（託児付）

▼日時　6月21日（金）午前10時30分～11時30分

▼定員　12名　

▼持ち物　ヨガマットまたは大判タオル

▼申し込み　必要

意外と知らない！ でも知っておきたい
我が子を守る応急処置法
　日常生活で起こりうるケガの対処法を学びます。

▼日時　6月2日(日)午前10時30分～正午

▼講師　丸茂 和美氏（助産師）　 ▼定員　10組

▼参加費　無料　 ▼申し込み　必要

親支援プログラム・ノーバディーズ・
パーフェクト
～完璧な親なんていない～（6回連続講座）

▼日時　6月18日（火）・25日（火）、7月2日（火）・
　9日（火）・18日（木）・23日（火） 午前10時～正午

▼場所　あぐり情報ステーション2Ｆ　会議室

▼参加費　無料

▼対象　0歳～就学前のお子さまを子育て中の母
親（託児あり10名・1人500円）

▼定員　20組　 ▼申し込み　必要

ベビーボンディングケア
（オイルを使ったベビーマッサージ）
　赤ちゃんや夫婦の心理を学ぶ時間とティータイ
ムもあります。

▼対象　生後2カ月からハイハイ前のお子さんと保
護者

▼日時　6月6日・13日・20日・27日（各木曜日）
　午前10時30分～正午

▼定員　10組（最少遂行人数3組）

▼参加費　4回コース3,000円（心理学のブックレ
ット付音楽CDとマッサージオイル1本がついて
きます。）

▼持ち物　普段使っているバスタオル、フェイスタ
オル

▼申し込み　必要

＃初マタさんとつながりたい♪
～おしゃべりランチタイム～
　赤ちゃんの抱っこ体験と先輩ママのお話。ランチ
タイム。笛吹市の子育て支援情報。

▼日時
　6月 7日（金）午前10時30分～午後1時30分
　6月14日（金）午前10時30分～正午

▼対象　令和元年8月までに出産予定の初産婦

▼参加費　600円

▼定員　8名（最少遂行人数3名）

▼申し込み　必要

※イベント情報
は、QRコード
からチェック
してください。

http://www.wakabahoikuen.net/

※イベント情報
は、QRコード
からチェック
してください。

http://www.apps.or.jp/

http://www.yuyuyu.org/

きっずやつしろ
☎055（265）5252

えいわ
☎055（262）3880

きっずいさわ
☎055（225）5057

つどいの広場ゆうゆうゆう
☎055（261）0218

わかばほいくえん
☎055（263）1780

きっずみさか
☎055（261）8688

きっずいちのみや
☎0553(47)1345
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農作業の種類 区            分 単価（円） 備　　　　　　考

果　樹

一　般

その他
作　業

共選出荷作業
直   売   所　関　係

水　田

剪定
誘引　つる伏
摘粒　摘果
袋掛
ジベ処理
収穫
その他
一般農作業

病害虫防除
畑耕うん 中耕
除草

6月～９月

耕起代かき
代かき
機械田植え
稲刈り
脱穀

一           日
時           給

時           給

時 給

時 給

一般
大・高校生

１０a　１回
１０a　１回
一般農地１０a
荒廃農地１０a
特殊性があるため各共選場で決めてください

一般男女
大・高校生
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a

労働時間：一日8時間
午前8時～午後5時
賄いなし
休憩：午前午後　各３０分

薬剤：依頼者負担
機械燃料：請負者負担

棚、資材、樹木処理別途協議

賄いなし
賄いなし
機械燃料：請負者負担

　
市
で
は
、
地
震
か
ら
大
切
な
家
を
守

る
た
め
に
行
う
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

工
事
等
に
対
し
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。無

料
耐
震
診
断

▼
対
象
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

住
宅
で
す
。

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅
（
同
年
6
月
1
日
以
降
に

増
築
を
行
っ
た
場
合
も
可
）

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象

外
）

③
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

④
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

⑤
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の

住
宅
所
有
者
の
場
合
は
、
主
に
居
住

し
て
い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

※
4
月
1
日
か
ら
住
宅
の
耐
震
診
断
と

併
せ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点

検
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
条
件
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
戸
数
　
60
戸

▼
診
断
費
用
　
無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
期
日
　
12
月
27
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
に

備
え
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

耐
震
改
修
工
事
等

　
耐
震
診
断
で
総
合
評
点
1
・
0
未
満

と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
、
耐
震
建
替
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う
場

合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
４

　
最
近
鳥
の
ヒ
ナ
を
保
護
し
た
と
い
う

連
絡
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
ま
だ
飛
ぶ
力
が
つ
い

て
い
な
い
巣
立
ち
直
後
の
ヒ
ナ
が
地
面

に
お
り
て
い
る
だ
け
で
、
保
護
し
な
く

て
も
よ
い
ケ
ー
ス
で
す
。

　
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
保

護
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
然
界
で
の
命
の
原
則
は
、
他
の
生

物
の
食
物
に
な
る
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
人
為
的
に
怪
我
を
し
た
野
鳥
や
ケ

ガ
も
無
く
死
ん
で
い
る
鳥
に
つ
い
て
は

保
護
・
回
収
等
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
野
鳥
は
許
可
無
く
捕
獲
や
飼

育
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）2
0
3
3

　
紙
パ
ッ
ク
は
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー

で
は
な
く
、
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
牛
乳
以
外
の
ジ
ュ
ー
ス
の

パ
ッ
ク
や
、
内
側
が
銀
色
の
パ
ッ
ク
も
、

資
源
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
出
す
際
は
、
軽
く
す
す
い
で
、
切

り
開
き
、
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
環
境
推
進
課
　
ご
み
減
量
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
4
4

５
年
一
括
納
付
・
単
年
一
括
納
付

の
場
合

▼
納
付
期
間

　
６
月
３
日（
月
）〜
14
日（
金
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
６
月
14
日

（
金
）

※
一
括
納
付
に
は
、
対
象
期
間
に
応
じ

て
報
奨
金
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
納
期

限
日
ま
で
に
お
支
払
い
を
さ
れ
な
か

っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
）

場
合
は
、
支
払
方
法
が
自
動
的
に
切

り
替
わ
り
、
報
奨
金
な
し
の
分
割
納

付
と
な
り
ま
す
。

分
割
納
付
の
場
合

▼
第
１
期
の
納
期
限
日
　
７
月
１
日（
月
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
６
月
25
日

（
火
）

■
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
人
権
問
題

に
つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
人
権
侵
犯
事
件
の
被

害
者
の
救
済
を
は
か
り
、
ま
た
、
人
権

尊
重
思
想
や
人
権
擁
護
制
度
の
普
及
を

は
か
る
た
め
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

※
秘
密
厳
守
・
予
約
等
不
要

▼
日
時
　
６
月
６
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　（
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
６
２
６
ー
１
）

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

　
生
き
る
の
が
つ
ら
い
と
悩
ま
れ
て
い

る
方
、
あ
な
た
の
気
持
ち
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
　

○
平
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
9
時
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
4
時

○
夜
間
相
談
　
火
曜
日
〜
土
曜
日

　
午
後
4
時
〜
10
時

▼
専
用
電
話
番
号

　
☎
0
5
7
0（
0
6
4
）5
5
6

■
問
合
せ
先
　
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
0
5
5（
2
5
4
）8
6
4
4

　
不
動
産
に
関
す
る
物
件
・
契
約
・
税

金
・
業
者
等
様
々
な
内
容
に
お
答
え
し

ま
す
。

▼
場
所
　
笛
吹
市
役
所
　
本
館
２
階

　
2
0
1
会
議
室

▼
日
時

6
月
19
日（
水
）・
8
月
21
日（
水
）

10
月
16
日（
水
）・
12
月
18
日（
水
）

2
月
19
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

■
問
合
せ
先

（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
担
当
　
岡
）

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
６
３
８

平成31年4月24日

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
対
象
者
の
納
付
受
付
開

始

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一

ダ
イ
ヤ
ル

（
自
殺
防
止
電
話
相
談
）

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
！！

紙
パ
ッ
ク
は
資
源
ご
み
へ

特
設
人
権
相
談
所
開
設

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

地
震
に
備
え
て
・

耐
震
化
支
援

生
活・環
境

相
　談  

平
成
31
年
度 

農
作
業
雇
用
標
準
賃
金
表

　
農
作
業
労
働
の
標
準
賃
金
に
つ
い
て
、
４
月
24
日
笛
吹
市
農
業
労

働
力
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
市
の
実
情
等
を
考
慮
の
上
、
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《補足》     
協議会では、農繁期等で臨時的に雇用する場合、農業者の皆さんの目安にして
もらうため、毎年度、農作業臨時雇用標準賃金を設定しています。当事者間で
賃金を決める際の参考としてください。

10,000
1,250

900

900
850
7,000
10,000
6,000
20,000

850
810

13,000
7,000
9,000
9,000
9,000

笛吹市農業労働力対策協議会
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ご寄附 いただきました

　
笛
吹
市
結
婚
相
談
所
を
次
の
日
程
で

開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
　6
月
14
日（
金
）午
後
6
時
30
分

〜
9
時
（
受
付
　
午
後
8
時
30
分
ま
で
）

　
6
月
16
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

　（
受
付
　
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
　
市
役
所
市
民
窓
口
館
3
階

　
3
0
2
・
3
0
3
会
議
室

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す

る
場
合
は
、
結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・

L
版
（
9
㎝
×
13
㎝
）
写
真
2
枚
・
独

身
証
明
書
ま
た
は
戸
籍
抄
本
・
身
分
証

明
書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
3
8

▼
日
時
　
6
月
14
日（
金
）

　
午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所
　
山
梨
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　「
街
の
駅
や
ま
な
し
」
会
議
室
Ｂ

▼
相
談
内
容
　
相
続
、
成
年
後
見
、
農

地
の
売
買
な
ど
。

※
要
予
約

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
行
政
書
士
会
　
峡
東
支
部

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）3
2
6
2

《
生
活
の
不
安
や
心
配
　
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
な
い
で
一
緒
に
解
決
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
》

▼
支
援
制
度
の
事
業
内
容

①
自
立
相
談
支
援
事
業

　支
援
員
が
相
談
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
か
を
あ
な
た
と一緒
に
考

え
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

　離
職
等
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方
、

ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
高
い
方
に

は
、
就
職
に
向
け
た
活
動
を
す
る
こ

と
な
ど
を
条
件
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

③
一
時
生
活
支
援
事
業

　住
居
を
も
た
な
い
方
、
ま
た
は
ネ
ッ

ト
カ
フ
ェ
等
の
不
安
定
な
住
居
形
態

に
あ
る
方
に
、
一
定
期
間
、
宿
泊
場

所
や
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

④
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
　

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
し

て
、
学
習
支
援
員
が
自
宅
へ
訪
問
し

学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

※「
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
」、「
一

時
生
活
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
資
産
・
収
入
に
関
す
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

▼
相
談
日
時

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。）

▼
相
談
場
所
　生
活
援
護
課
内
　
自
立

相
談
支
援
窓
口
（
市
民
窓
口
館
１
階
）

■
問
合
せ
先
　生
活
援
護
課

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
5

℻
0
5
5（
2
6
1
）1
9
1
2

○
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
年
度

更
新
手
続
は
、
本
年
は
、
６
月
３
日

か
ら
７
月
10
日
の
間
に
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
法
定
申
告
・
納

付
期
限
内
に
申
告
・
納
付
を
済
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
年
度
更
新
申
告
書
の
送
付
は
５

月
末
、
申
告
書
受
理
会
は
６
月
中
旬

以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
申
告
書

受
理
会
の
日
程
等
は
、
申
告
書
に
同

封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

○
労
災
保
険
率
、
雇
用
保
険
率
及
び
一

般
拠
出
金
率
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
雇
用
保
険
は
、
①
１
週
間
の
所
定
労

働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
あ
り
、
②

31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
場

合
に
は
、
原
則
と
し
て
適
用
対
象
と

な
り
ま
す
。
平
成
29
年
１
月
１
日
か

ら
65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
64

歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
の
方
は
、

令
和
元
年
度
ま
で
雇
用
保
険
の
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
令
和
2
年

度
か
ら
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
５
５（
２
２
５
）２
８
５
２

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署
（
労
災
課
） 

　
☎
０
５
５（
２
２
４
）５
６
１
９

　
都
留
労
働
基
準
監
督
署
（
労
災
課
） 

　
☎
０
５
５
４（
４
３
）２
１
９
５

　
鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署
（
労
災
課
）

　
☎
０
５
５
６（
２
２
）３
１
８
１

　
令
和
2
年
笛
吹
市
成
人
式
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
11
年
4
月
2
日
〜
平
成

12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
日
時
　
令
和
2
年
1
月
12
日（
日
）

　
開
場
　
午
後
1
時
よ
り

　
開
式
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
場
所
　
笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

■
問
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課
　

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

　
市
外
・
県
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

笛
吹
市
成
人
式
に
出
席
希
望
の
方
は

笛
吹
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総合相談をご利用ください

【開設日程】
開設場所 時 間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

弁護士・民生委員・人権擁護委員・行政相談委員

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員
弁護士・民生委員・行政相談委員
弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
司法書士・民生委員・人権擁護委員
司法書士・人権擁護委員・行政相談委員
弁護士・民生委員・行政相談委員
弁護士・民生委員・行政相談委員
弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
弁護士・民生委員・人権擁護委員
司法書士・民生委員・行政相談員

相　談　員日　時

■問合せ先　笛吹市社会福祉協議会
　　　　　　☎ 055(265)5182

同　芦川地域事務所
☎ 055(298)2170

同　石和地域事務所
☎ 055(262)1267

同　御坂地域事務所
☎ 055(287)7355

同　一宮地域事務所
☎ 0553(47)2288

同　八代地域事務所
☎ 055(265)2240

同　境川地域事務所
☎ 055(266)5911

同　春日居地域事務所
☎ 0553(26)3667

芦川町ふれあい
プラザ

スコレーセンター

御坂福祉センター

市役所一宮支所内
相談室

八代福祉センター

境川坊ケ峯
ふれあいセンター

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所
市道１-13号線道路改良工事（12工区）(明許) H31.3.26￥46,210,000 ￥41,075,000 (株)上組石和町砂原

結
婚
相
談
所

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
料
と一般
拠
出
金

の
申
告・納
付
は
お
早
め
に

〜
本
年
は
６
月
３
日
か
ら

　
７
月
１０
日
ま
で
に
〜

令
和
2
年
笛
吹
市
成
人
式

開
催
の
お
知
ら
せ

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口

行
政
書
士
無
料
相
談
会
を

実
施
し
ま
す

お
知
ら
せ

【相談内容・相談対応者】
○専門家への相談……………………弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談………民生委員・児童委員
　人権相談……………………………人権擁護委員 
　行政相談（行政機関について）…行政相談委員

6月7日
6月26日
7月24日
8月1日
8月29日
7月19日
6月5日
7月31日
8月7日
6月12日
8月13日
6月20日
7月11日
7月2日
8月20日

（金）
（水）
（水）
（木）
（木）
（金）
（水）
（水）
（水）
（水）
（火）
（木）
（木）
（火）
（火）

春日居あぐり
情報ステーション

　笛吹市では社会福祉協議会に委託し、総合相談会を行って
います。
　毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。 
　初回の相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。 できる限り事前にご予約くださ

い。予約数に空きがあれば当日
でも受け付けます。予約は、下
記の社会福祉協議会本所・各支
所どちらでも結構です。

※原則として、当日の相談員は同席の上、そ
れぞれの専門分野からのアドバイスを行い
ます。

6月～ 8月は
開催予定なし

上矢　智幸 様（一宮町北野呂）
【児童用図書】
公益財団法人  北野生涯教育振
興会　理事長　北野　重子 様
（東京都目黒区）【彫刻 ５点】

全国土佐犬連合会 様（石和町）
【まちづくり寄附金】
特定非営利活動法人 国際ブリアー 様
（南巨摩郡身延町）
【子供用手提げバッグ】
一宮町福寿会 様 (一宮町)
【まちづくり寄附金】

株式会社 有電　
代表取締役　有井　慎一 様
（石和町河内）
【学校名入りえんぴつ】
山伸マテリアル株式会社
会長　前島　末男 様
（埼玉県川口市）
【まちづくり寄附金】
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催
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催
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　歯を失う大きな原因となっている
「歯周疾患」は、痛みもなく知らない
うちに進行する恐ろしい病気です。
食べる楽しみをいつまでも持ち続け
るため、「歯周疾患検診」をご活用く
ださい。

▼対象者　令和2年3月31日までに、 40歳・50
歳・60歳・70歳になる市民

▼実施期間　6月1日（土）～ 12月27日（金）

▼健康診査内容　歯の状況・歯周組織の状況・
口腔清掃の状態・その他の所見

▼実施場所
　山梨県歯科医師会に加盟している歯科医院

▼費用　検診無料（ただし、検診以外の治療や
処置を行った場合、自己負担金が発生します。）
対象者には、5月末に個別通知しました。
詳細については、通知をご確認ください。

歯周疾患検診を受診しましょう！

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当
　☎ 055（261）1901

　現況届は、年金受給権者の方が年金を受給す
る資格があるか否かについて、毎年1回確認す
るものです。

▼対象　農業者年金受給権者

▼現況届郵送時期　5月末頃
　【農業者年金基金からの郵送】

▼提出期間　6月3日（月）から28日（金）

▼提出先　農業委員会事務局または各支所窓口

▼注意点
○経営移譲（特例付加）年金の受給権者の方は、
現況届に記載されている支給停止に関する事項
を読んでいただき、支給停止に該当していない
ことを確認のうえ、記入し提出してください。
○期限内に提出がなかった場合は11月の支払い
（8・9・10月分）から提出されるまでの間、
年金の支払いが差し止めになりますので、期
限内に提出してください。

農業者年金受給権者の皆さん
現況届提出のお願い

■問合せ先　農業委員会事務局
　☎ 055（261）2038

　5月31日現在で手当を受給されている皆様に、
『児童手当・特例給付現況届』を郵送いたします。
現況届の提出は、受給資格に関わる審査のため
の大切な手続きとなりますので、必ずご提出く
ださい。
【注意事項】
現況届の提出がない場合、６月分以降の手当
が受給できません。また、現況届の審査結果
により、現在の受給者から配偶者へ受給者変
更をしていただく場合があります。

▼発送時期　5月下旬予定

▼提出方法　同封する返信用封筒にて郵送提出

▼提出期限　6月30日（日）　必着

児童手当・特例給付 現況届
～６月は児童手当の更新時期です！～

　平成31年度各種検診希望調査書にて個別検診
を希望された方に受診券を郵送しました。10月
から1月は、例年受診者が多く混み合います。
早めに指定医療機関に予約のうえ、受診してく
ださい。詳細については通知をご確認くださ
い。

▼個別検診の種類　胃がん検診・肝臓がん検
診・大腸がん検診・肺がん結核検診・乳がん
検診・子宮がん検診・骨粗しょう症検診・健
康診査（20歳～ 39歳）

▼受診券郵送時期　5月末

▼有効期限
　令和元年6月1日（土）～令和2年1月31日（金）
※今年度での笛吹市集団健診や国保人間ドック
との重複受診はできません。
※厚生労働省のがん検診の指針に基づき、今年
度から子宮頸部がん検診は2年に1回の助成と
なります。平成30年度、市の子宮頸部がん検
診を受診した場合は、今年度は検診対象とな
らず、次回は令和２年度が検診対象となりま
す。

個別検診を受診しましょう

■問合せ先　子育て支援課　子育て支援担当
　☎ 055（261）1904

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当
　☎ 055（261）1901

対象者の方に郵送しますイベント情報イベント情報図図書館 6月

おはなし会ぴょんぴょん　14周年スペシャル
　図書館ボランティア“ぴょんぴょん”のメンバーと職員によるおはなし会が
スタートして１４周年を迎えました。みんなで読み聞かせや手あそびを楽しみましょう。

▼日時　6月11日（火）　午前11時から

▼場所　御坂図書館

御坂図書館

おはなしのへや もも　食育スペシャル
　おはなし会のあとに市の栄養士さんがあなたの気がかりに答えてくれます。

▼日時　6月25日（火）午前10時30分から

▼場所　春日居ふるさと図書館

春日居ふるさと図書館

　市内各図書館では、7月1日から7日までを「七夕週間」とし、おはなし
会や工作、七夕にかかわる本の展示などを行います。ぜひ、この機会に
市内の各図書館に足を運んでみてください。

▼日時　7月1日（月）～7日（日）

▼場所　市内各図書館

▼参加費　無料

▼申し込み　不要

〈予告〉笛吹市立図書館統一イベント「七夕週間」

※
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が

あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館
（
担
当
・
中
村
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

◆
石
和
図
書
館

3
日（
月
）・10
日（
月
）・17
日（
月
）

24
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

5
日（
水
）・12
日（
水
）・28
日（
金
）

【
蔵
書
点
検
】19
日（
水
）〜
26
日（
水
）

◆
一
宮
図
書
館

10
日（
月
）・17
日（
月
）・24
日（
月
）

28
日（
金
）

【
蔵
書
点
検
】１
日（
土
）〜
６
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

3
日（
月
）・10
日（
月
）・17
日（
月
）

24
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

2
日（
日
）・3
日（
月
）・9
日（
日
）

10
日（
月
）・16
日（
日
）・17
日（
月
）

23
日（
日
）・24
日（
月
）・30
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

3
日（
月
）・10
日（
月
）・17
日（
月
）

24
日（
月
）・28
日（
金
）

6月
図
書
館
休
館
日
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障
が
い
当
事
者
や
ご
家
族
、
そ
の
支

援
を
し
て
い
る
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
相
談
窓
口
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら

な
い
」、「
相
談
で
き
る
場
所
が
少
な
い
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
や
意
見
を
も
と

に
、
地
域
の
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
27
年
4
月
に
当
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
4
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

　
開
所
当
初
に
比
べ
、
相
談
件
数
も
増

加
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
、
延
べ

１
５
０
０
件
以
上
の
相
談
を
受
け
ま
し

た
。

　
専
門
相
談
員
が
電
話
や
窓
口
で
の
相

談
の
ほ
か
、
自
宅
な
ど
へ
の
訪
問
に
よ

る
形
で
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
相
談
内

容
も
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す

る
こ
と
や
障
害
者
手
帳
取
得
に
関
す
る

こ
と
、
障
が
い
の
理
解
や
就
労
に
関
す

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ず
初
回
の
相
談

を
受
け
た
あ
と
、
相
談
の
内
容
に
応
じ

て
関
係
す
る
機
関
や
担
当
部
署
に
つ
な

ぎ
、
継
続
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
笛
吹
市
に
は
、
障
が
い
に
関

す
る
相
談
業
務
を
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
所
が
3
カ
所
あ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
当
事
者
や
ご
家
族
が
安
心
し

て
地
域
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
支
援

し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
目
指

し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

▼
設
置
場
所
　保
健
福
祉
館
2
階

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当
内

▼
開
所
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜

　
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は

休
み

■
問
合
せ
先

　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

　℻
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
6

　
E
メ
ー
ル
　fukushi-shien@

cit

　y.fuefuki.lg.jp

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.43

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

vol.162
　
笛
吹
市
で
は
、
ご
み
減
量
５３
％
を
目

標
に
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
笛
吹
市
で
行
っ
て
い
る
可
燃
ご

み
の
組
成
調
査
結
果
で
は
約
５
割
が
生

ご
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
組
成
調
査
割
合

　
こ
の
生
ご
み
を
、
各
家
庭
で
自
家
処

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
に
対
し

て
補
助
金
交
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

⑴
笛
吹
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

⑵
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
方

▼
補
助
金
額
　
ご
み
処
理
機
等
１
台
ま

た
は
１
個
当
た
り
の
購
入
費
の
２
分

の
１
以
内
の
額
で
す
。

　
た
だ
し
、
限
度
額
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
に

な
り
ま
す
。）

○
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　
…
…
…
…
…
…
2
万
5
0
0
0
円

○
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
…
…
5
0
0
0
円

○
E
M
処
理
機
…
…
…
１
0
0
0
円

▼
補
助
金
交
付
の
流
れ

⑴
補
助
金
申
請

　
領
収
書
ま
た
は
支
払
い
済
み
金
額
が

確
認
で
き
る
書
面
、
保
証
書
（
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
）、
印
鑑
、
振
込

先
の
預
金
通
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
本
庁
、
各
支
所
と
も
に
受
付
で
き
ま

す
。

⑵
決
定
通
知
書
　
決
定
通
知
書
を
ご

自
宅
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

⑶
補
助
金
交
付
　指
定
さ
れ
た
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。（
１
カ
月
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。）

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
ま
で
は
…

と
言
う
方
に
は
　

　
生
ご
み
処
理
機
の

簡
易
版
と
し
ま
し
て
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
土
壌

改
良
材
の
無
料
配
布

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
配
布
期
間
　
10
月
31
日（
木
）ま
で

▼
配
布
数
　
50
セ
ッ
ト
　

▼
配
布
場
所
　
市
民
窓
口
館
内
環
境
推

進
課
、
各
支
所

■
問
合
せ
先
　
環
境
推
進
課
　

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
0
4
4

家
庭
用
生
ご
み
処
理

機
等
補
助
金
制
度

笛吹市全体

生ごみ
45%

生ごみ以外の
可燃ごみ
29%

可燃以外
26%

▼
日
時
　6
月
16
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
生
涯
学
習
室

▼
聴
講
料
　無
料 

▼
申
し
込
み
　不
要

▼
日
時
　6
月
22
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　生
涯
学
習
室

▼
聴
講
料
　無
料 

▼
申
し
込
み
　必
要

▼
日
時
　6
月
8
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　無
料 

▼
申
し
込
み
　不
要

▼
日
時
　6
月
15
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
集
合
場
所
　ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　無
料 

▼
申
し
込
み
　不
要

※
天
候
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
時
間
　
午
前
11
時
〜
（
30
分
程
度
）

▼
場
所
　
か
い
じ
あ
む
寺
子
屋

▼
参
加
費
　無
料
（
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト

が
必
要
）

▼
申
し
込
み
　
不
要

▼
内
容
　

○
6
月
2
日（
日
）

　
あ
や
と
り
で
遊
ぼ
う 

○
6
月
9
日（
日
）

　 

折
り
紙
で
果
物
を
作
ろ
う

○
6
月
16
日（
日
）　
紙
芝
居「
ま
ぐ
ろ
が

　
ま
ぐ
ろ
に
な
っ
た
わ
け
」

○
6
月
23
日（
日
）

　
不
動
明
王
の
塗
り
絵
を
し
て
み
よ
う

○
6
月
30
日（
日
）

　
夏
を
感
じ
る
絵
ハ
ガ
キ
を
作
ろ
う

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

http://w
w
w
.m
useum

.pref.ya
m
anashi.jp/

※
6
月
4
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日
（
各

火
曜
日
）
は
休
館

館
長
ト
ー
ク

「
甲
斐
武
田
氏
の
美
術
1
」

古
文
書
講
座

「
富
士
山
に
関
す
る
古
文
書

を
読
む
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

お
庭
の
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

「
蛇
籠
の
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ

ト
を
作
ろ
う
」

あ
そ
ぼ
う
! 

ま
な
ぼ
う
!

寺
子
屋
ひ
ろ
ば

じ
ゃ
か
ご

飯田鉄工 株式会社飯田鉄工 株式会社
　当社は境川の本社、工場を拠点として水
門・橋梁等の鋼構造物全般にわたる設計、
製造、据付、メンテナンスまで一貫して行
い、河川や道路等の社会基盤整備に貢献し
ています。また、溶接、機械加工、塗装、
電気・機械制御、土木等の幅広い専門技術
を活かし、高品質かつ環境にやさしい製品
を開発し全国的に実績を残しています。

毎月1社ずつ、笛吹市で活躍する企業に自社をPRしていただきます。
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　平成31年3月11日～21日までの11日間、オーストラリア、クイーンズラ
ンド州ブリスベンに語学研修へ行ってきました。
　この研修は、オーストラリアに滞在して、生きた英語を実際に体験するこ
とにより、英語でのコミュニケーション能力の向上と異文化理解を深めるこ
とを目的としています。
　オルバニークリーク高校との交流では、最初は相手に話しかけられてもほ
とんど反応できなかった笛吹高校の生徒達でしたが、最終日には自ら質問で

きるほどになりました。
　短期間ではありましたが、オルバニークリー
ク高校の教員・生徒とのふれあいやホームステ
イ先での交流の中で、うまくいかないことに対
し何とか問題解決しようと切磋琢磨する姿に成
長を感じました。
　未知の世界に飛び込んで、もがき苦しみなが
らも、解決に向けて取り組むことができたこの
研修旅行は何物にも代え難い経験となったこと
でしょう。
　この先のさらなる成長が楽しみです。

■問合せ先　笛吹高校　広報・情報教育係　☎ 055（262）2135

オーストラリアへの語学研修旅行！
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　3月28日に笛吹地区歯科医師会、笛吹市薬剤師
会それぞれと災害発生時の医療救護活動を円滑に
実施するために「災害時における歯科医療救護に
関する協定」および「災害時における薬剤師の医
療救護に関する協定」を締結しました。

　石和西小学校が、児童の生活リズムを整えるた
め「早寝早起き朝ごはん」運動に取り組み、文部
科学大臣表彰を受賞しました。主な取り組みとし
て、児童の生活習慣の実態をアンケートにより把
握し、早寝早起きができ、朝食を食べる習慣が身
につくための授業を行い、家庭と連携を図りなが
ら、規則正しい生活習慣の推進に取り組んだこと
が評価されました。

石和西小学校  文部科学大臣表彰受賞！
「早寝早起き朝ごはん」～すっきりめざめてパワー全開～「早寝早起き朝ごはん」～すっきりめざめてパワー全開～

　3月22日に笛吹市いちのみや桃の里ふれあい文
化館で一宮町福寿会主催の「オレオレ詐欺防止及
び防犯講演 響ファミリー甲斐一宮チャリティー公
演」が開催されました。
　当日は、オレオレ詐欺の被害にあわない為に笛吹
署による寸劇、山梨学院大学の込山名誉教授によ
る講演と、響ファミリー  一座による歌と踊りの大衆
演芸が披露されました。
　また、チャリティー募金も行われ、来場者から寄せ
られた貴重な浄財を3月29日、笛吹市にご寄附いた
だきました。

オレオレ詐欺防止及び防犯講演響ファミリー甲斐一宮チャリティー公演
一宮町福寿会主催のチャリティー公演を開催一宮町福寿会主催のチャリティー公演を開催

　4月3日・4日、
花鳥の里スポーツ
広場で、第15回全
国ゲートボール大
会が開催されまし
た。県内外から95
チーム・530人が
参加し、熱戦が繰
り広げられました。
　上位入賞チームは次のとおりです。

全国ゲートボール大会全国ゲートボール大会

　市役所本館で、自衛官募集相談員委嘱式が行わ
れ、5人に委嘱状が交付されました。
　相談員の任期は2年間（令和元・2年度）で、自
衛官志願者に対し自衛隊に関する情報の提供や地
域での広報活動などを行います。
　相談員に委嘱されたのは次の方々です。
○石和町　海野利比古　　○御坂町　小澤　博樹
○一宮町　西村　利雄　　○八代町　土橋　園子
○境川町　小澤　恒夫　　　　　　　　 （敬称略）

自衛官募集相談員委嘱式
自衛官を募集します自衛官を募集します

　4月20日(土)に春日居あぐり情報ステーション
において、「小川正子を偲ぶ会」が開催され、女
優の樹木希林さん最後の主演作である映画「あん」
を上映しました。
　130人が参加し、ハンセン病患者の救済に尽く
した医師・小川正子にそれぞれ思いを馳せていま
した。

小川正子を偲ぶ会小川正子を偲ぶ会

▶大会結果
Aクラス
1位　やまなみクラブ（山梨）
2位　駒ヶ根天龍（長野）
3位　豆の木（山梨）
3位　甲州神金（山梨）
Bクラス
1位　山元（静岡）
2位　ウィンゲッターＥ（東京）
3位　清流レディース（山梨）
3位　ブルーフレンド（神奈川）
Cクラス
1位　ウィンゲッターＣ（東京）
2位　ちゃんズ（山梨）
3位　ウィンゲッターＡ（東京）
3位　花水木（長野）

Dクラス
1位　霊仙寺湖（長野）
2位　かたくり（東京）
3位　セブン．クラブ（東京）
3位　ザ・塩尻（長野）
Eクラス
1位　アルプス八田（山梨）
2位　御殿場Ａ（静岡）
3位　ロッキーズ（千葉）
3位　信州デフ（長野）

災害時における歯科医療救護に関す
る協定および災害時における薬剤師
の医療救護に関する協定の締結

災害時における歯科医療救護に関す
る協定および災害時における薬剤師
の医療救護に関する協定の締結
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　鵜飼を初めて見る来
館者も多く、鵜が鮎を
捕るたびに、大きな
拍手や歓声があ
がっていました。

　式典後、参加
者はヤマザクラ、
コブシ、ヤマモ
ミジ約1,000本
を丁寧に植樹し
ました。

　笛吹市連合区長会議が開催され、平成31年度の
理事として各地域の区長会代表者14人に委嘱を行
いました。
　会長には石倉吉男氏（石和町区長会会長）、副会
長には埴原喜久男氏（御坂町区長会会長）が就任
しました。
　連合区長会は、各地域の区長会との相互の連携
を図るとともに、自治会組織の均衡ある発展と笛
吹市全体のより良い地域づくりを目指すため設置
されています。
　委嘱を受けたのは次の方々です。

笛吹川石和鵜飼inサンシャインアクアリング笛吹川石和鵜飼inサンシャインアクアリング
　4月28日（日）・29日（月）の2日間、笛吹川石
和鵜飼保存会が、「出張笛吹川石和鵜飼」の実演
披露を東京・池袋にあるサンシャイン水族館で
行いました。笛吹川の伝統漁「徒歩鵜」をサン
シャイン水族館で披露するのは、昨年に続き2回
目となります。
　実演場所は空中に浮かぶドーナツ型の大型水
槽「サンシャインアクアリング」で、来館者は
水槽の横や下から、普段とは違った視点で鵜飼
を楽しんでいました。

　4月25日、境川町大黒坂地区の春日山恩賜林内に
て第12回笛吹市植樹祭が開催されました。記念式
典では、山下市長の主催者あいさつ、来賓の皆さま
の祝辞のあと、境川小学校と御坂東小の児童で構成
する「緑の少年小女隊」の代表児童により、笛吹市
の美しい自然を愛し、緑豊かな21世紀のふるさとづ
くりをめざすための誓いのことばが発表されました。

第12回笛吹市植樹祭が開催されました！第12回笛吹市植樹祭が開催されました！
しのしのしの

　4月21日、東京競馬場（東京都府中市）で、
JRA（日本中央競馬会）の石和特別競走が開催さ
れ、山下市長が優勝したヒストリアの馬主・調教
師・騎手に、ハウスぶどうを贈呈しました。
　石和特別競走は、ウインズ石和（場外勝馬投票
券発売所）が石和町窪中島に設置されていること
に伴い、毎年実施されています。

笛吹市連合区長会理事に14人を委嘱笛吹市連合区長会理事に14人を委嘱 ＪＲＡ石和特別ＪＲＡ石和特別
　登山シーズン到来に先立ち、市内の登山道の整
備を行いました。
　市内には、山梨百名山のうち9カ所の山があり、
県内外から多くの登山者が訪れています。
　そのため、毎年登山シーズン前に、登山道に赤い
テープで目印を付けたり、倒木の撤去作業など、登
山者が安全に登山できるように整備を行っています。
　登山をする際には、事前にしっかりと計画をた
て、無理せず、安全第一を心がけ、登山を楽しん
でください。

市内の登山道整備
登山シーズンに向けて登山道を整備登山シーズンに向けて登山道を整備

職名

会　長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

氏名

石倉　吉男

埴原　喜久男

幡野　一仁

竹越　富男

廣瀨　勝巳

田村　　悟

中川　恭彦

齊藤　友美

宮川　明史

鍋田　廣行

飯島　清孝

依田　正二

市川　栄治

丸山　重明

地域区長会役職

石和町区長会会長

御坂町区長会会長

石和町区長会副会長

御坂町区長会副会長

一宮町区長会会長

一宮町区長会副会長

八代町区長会会長

八代町区長会副会長

境川町区長会会長

境川町区長会副会長

春日居町区長会会長

春日居町区長会副会長

芦川町区長会会長

芦川町区長会副会長

○平成31年度笛吹市連合区長会理事（敬称略）

かちう



編 集 後 記 ▼ 今年度より広報を担当させてい
ただきますR.Mと申します。年度

が始まりもう6月。地域のお祭りや様々な取組な
ど、色々な場所で取材をさせていただきました。
大変恥ずかしながら、初めて見るお祭りなどもあ
り・・・私の知らない笛吹に出会えた2カ月間でした。
分かりやすく見やすい広報をモットーに、皆さま
にとっても新たな発見のある広報にできたらと思
います。よろしくお願いします。（R.M）

割烹小春

　和食料理屋ならではのかつおと昆
布で出汁を取った濃いめしょうゆ味。
　こだわりの鳥むね肉やまさにラー
メンという具材をトッピング。
　のどごしのいいほうとう麺を使用している。

「今月のラーほー」紹介

■問合せ先　生涯学習課　スポーツ推進担当　☎055(261)3338

笛吹市役所　本庁　☎ 055（262）4111
御坂支所　 ☎055（262）2271　一宮支所 ☎0553（47）1111
八代支所　 ☎055（265）2111　境川支所 ☎055（266）2111
春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111

DATA FUEFUKI  ●人口  69,455人（+19） ●世帯  29,741世帯（+335）
　　　　　　　     ●男　  33,741人（+21） ●女　  35,714人（－2）
　　　　　　　     H31.4末日現在　（　）は前月比　　　※外国人住民を含む。

　7月27日（土）のヴァンフォーレ甲府 対 ファジアーノ岡山戦が
「笛吹市・市川三郷町サンクスデー」として開催されます。
　市では、市民の皆様をこの試合に600人招待いたします。市民
一丸となり、スタジアムで熱いエールを送りましょう。
▶日時　7月27日(土)　午後6時　キックオフ
▶場所　山梨中銀スタジアム

▶対象　笛吹市民
▶受付期間　6月3日(月) ～ 24日(月)　※6月24日(月) 消印有効
▶配布枚数　600枚　　▶観戦席　バック自由席
▶応募方法　往復ハガキで申し込んでください。
※往信ハガキ文面に①住所、②氏名、③生年月日、④電話番号、
　⑤希望枚数を記入してください。　（1人最大4枚まで）
※返信ハガキ宛名面にご自身の①郵便番号、②住所、③氏名を
　記入してください。返信ハガキ文面に当選、落選の結果を載せてお送りします。
※配布枚数以上の申し込みがあった場合、抽選になります。消えるボールペンでの記入はしないでください。
▶応募先　〒406-0031　笛吹市石和町市部809-1　市教育委員会生涯学習課スポーツ推進担当
▶配布　当選ハガキを持参いただき、市教育委員会生涯学習課（市民窓口館）でお渡しします。
※申し込みについて、電話・ＦＡＸ及び事前予約等の受付はできません。

招待券配布

● 発行／2019． 6． 1　山梨県笛吹市役所　● 編集／企画課・広聴広報担当
● 所在地／〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL 055－262－4111
● URL／https://www.city.fuefuki .yamanashi.jp/ この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と

ベジタブルオイルインキを使用しております。



カレンダーふえふき
日 月 火 水 木 金 土

納期および口座振替日のお知らせ

●笛吹市消防本部
●救急医療情報センター
●山梨口腔保健センター
●小児初期救急医療センター

☎
☎
☎
☎

笛吹市役所 本庁 ☎
●
●
御 坂 支 所
境 川 支 所

☎
☎

●
●
一 宮 支 所
春日居支所

☎
☎

●
●
八 代 支 所
芦 川 支 所

☎
☎

休日・夜間医療機関

夜 間 窓 口
取 扱 業 務

住民票写し、戸籍謄本・抄本写し、原付・小型特殊ナンバー 印鑑証明、所得課税証明、非課税証明、納税証明交付 証明書
市税、国民健康保険税納税 水道料、下水道料、介護保険料、後期高齢者医療保険料など(納付書持参の場合に限る)

■毎週水曜日は夜間窓口開設　PM5:15～ 7:00 市役所市民窓口館
使用料などの収納

国民健康保険・後期高齢者医療保険・国民年金に係る一部業務その他

◇温泉使用料 口座振替日　●春日居町　全域
◇平成３１年度下水道受益者負担金 第１期 口座振替日
　（芦川町除く）

◇平成３１年度下水道受益者負担金 第１期
　納期限日（芦川町除く）
◇市県民税 第１期口座振替・納付期限

７月１日

14日
25日

◇平成３１年度下水道受益者負担金一括納付分 納期限日（芦川町除く）
◇平成３１年度下水道受益者負担金一括納付分 口座振替日（芦川町除く）

25日 ◇上下水道使用料 口座振替日 ※対象地区
●石和町　川中島（荒屋除く）、四日市場（日の出除く）、広瀬、唐柏、小石和、向田、
　　　　　今井、河内、東高橋、井戸、東油川、恵比寿、砂原、横田
●八代町　南、岡、永井、奈良原
●一宮町　一ノ宮、国分、市之蔵、新巻、塩田、神沢、金沢、狐新居、東新居、土塚、
　　　　　石、地蔵堂、千米寺
●境川町　全域
◇簡易水道・農業集落排水使用料 口座振替日　●芦川町　全域

月

●笛吹市社会福祉協議会 ☎０５５（２６５）５１８２
●石和地域事務所　　　 ☎０５５（２６２）１２６７
●御坂地域事務所　　　 ☎０５５（２８７）７３5５
●一宮地域事務所　　　 ☎０５５３（４７）２２８８
●八代地域事務所　　　 ☎０５５（２６５）２２４０
●境川地域事務所　　　 ☎０５５（２６６）５９１１
●春日居地域事務所　　 ☎０５５３（２６）３６６７
●芦川地域事務所　　　 ☎０５５（２９８）２１７０

総合相談 申込・問合せ先

◎火災などの情報提供サービス
　【部署：市消防本部　管理課】
　『災害情報テレホンサービスガイド』
　☎ 055（262）0001
◎防災行政無線放送の情報提供サービス
　【部署：防災危機管理課　消防防災担当】
　『防災行政無線聞き取りサービス』
　☎ 0120-218-611

危険管理に関するテレホンサービス

●おはなしのへや もも
・AM10:30 ～
・春日居ふるさと図書館
●ぴょんぴょん１４周年スペシャル
・AM11:00 ～　・御坂図書館

●あつまれ　楽笑塾
　音楽で認知症予防
・AM9：45 ～ 11：00
・御坂農村環境改善センター
●あつまれ　楽笑塾
　気持ちと体を元気にしよう！
・AM9：45 ～ 11：00
・エレガローザいちのみや
●ベビーブック・サロン
・AM11:00 ～
・一宮図書館

●夜間窓口開設
・PM5:15 ～ 7:00
・市役所市民窓口館

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・スコレーセンター

●家族で始めよう
　ブックスタート
・AM11:00 ～
・石和図書館
●総合相談（法律・福祉・行政）
（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・坊ヶ峯ふれあいセンター

●あつまれ　楽笑塾
　運動で生活習慣改善
・AM9：45 ～ 11：00　
・ブルーアース石和
●あつまれ　楽笑塾
　筋力向上体操
・AM9：45 ～ 11：00
・春日居あぐり情報ステーション

●おはなしのへや さくらんぼ
・AM10:30～
・春日居ふるさと図書館
●耳をすませばえほん隊
・AM11:00 ～
・PM2:00 ～
・石和図書館

●耳をすませばえほん隊
・AM11:00 ～
・PM2:00 ～
・石和図書館

●結婚相談所
・AM9:00 ～ 11:30（受付）
・市役所市民窓口館3階
 302会議室
●おはなしのぶらんこ
・PM2:00 ～
・一宮図書館
●劇団やまなみ公演　
　「ハテルマハテルマ」
・PM2:00 ～
・スコレーセンター

●おはなし広場
・PM2:00～
・一宮図書館

●あつまれ　楽笑塾
　運動で生活習慣改善
・AM9：45 ～ 11：00
・ブルーアース石和

●あつまれ　楽笑塾
　柔軟性と体幹筋力アップ
・AM9：45 ～ 11：00
・八代総合会館
●あつまれ　楽笑塾
　音楽で認知症予防
・AM9：45 ～ 11：00
・春日居あぐり情報ステーション
●赤ちゃんとママのおはなし会
・AM11:00 ～　・八代図書館
●夜間窓口開設
・PM5:15 ～ 7:00
・市役所市民窓口館

●あつまれ　楽笑塾
　膝痛・腰痛体操
・AM9：45 ～ 11：00　
・境川総合会館
●おはなし会タンタン
・AM11:00 ～
・石和図書館

●あつまれ　楽笑塾
　体を使いこなすための体操
・AM9：45 ～ 11：00　
・御坂農村環境改善センター

●おはなしのへや  もも
　食育スペシャル
・AM10:30 ～
・春日居ふるさと図書館
●議会本会議（質疑及び一般
質問）（予備日）（予定）
・AM10:00 ～
・八代庁舎議場

●議会本会議
　(質疑及び一般質問)（予定）
・AM10:00 ～
・八代庁舎議場

●おはなしのゆりかご
・AM11:00 ～　・一宮図書館
●赤ちゃんとママのおはなし会
・AM11:00 ～　・八代図書館
●あつまれ　楽笑塾
　柔軟性と体幹筋力アップ
・AM9:45 ～ 11:00
・八代総合会館
●あつまれ  楽笑塾
　音楽で認知症予防
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション

●あつまれ　楽笑塾
　膝痛・腰痛体操
・AM9:45 ～ 11:00
・境川総合会館
●おはなし会タンタン
・ＡＭ11:00 ～　・石和図書館
●総合相談（法律・人権・行政）
　（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・八代福祉センター
●夜間窓口開設
・PM5:15 ～ 7:00
・市役所市民窓口館

●あつまれ　楽笑塾
　体を使いこなすための体操
・AM9：45 ～ 11：00
・御坂農村環境改善センター
●プレママ～ハッピー子育て
アドバイス～
・AM10:30 ～　・一宮図書館
●議会本会議(開会)(予定)
・PM1:30 ～
・八代庁舎議場

●総合相談（法律・福祉・行政）
（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・市役所一宮支所内相談室
●あつまれ　楽笑塾
　音楽で認知症予防
・AM9:45 ～ 11:00
・御坂農村環境改善センター
●あつまれ　楽笑塾
　気持ちと体を元気にしよう！
・AM9:45 ～ 11:00
・エレガローザいちのみや

●体育施設利用者調整会議
・スコレーセンター
・御坂農村環境改善センター
・いちのみや桃の里スポーツ
 公園体育館
・若彦路ふれあいスポーツ館
・境川総合会館
・春日居あぐり情報ステーション

●あつまれ　楽笑塾
　運動で生活習慣改善
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和

●第2回二人三脚ヒルクライ
ムマラソン in 境川
・AM8:30〔受付開始〕
・境川聖応寺南側グラウンド
 〔笛吹市境川町大黒坂1104〕

●夜間窓口開設
・PM5:15 ～ 7:00
・市役所市民窓口館

●家族で始めよう
　ブックスタート
・ＡＭ11:00 ～
・石和図書館

●献血
・ＡＭ9:30 ～ 11:30
 PM0:30 ～ 3:30
・市役所本館前駐車場

●総合相談（法律・福祉・人権・
行政）（要予約）
・PM1:30 ～ 3:30（受付）
・スコレーセンター
●あつまれ　楽笑塾
　運動で生活習慣改善
・AM9:45 ～ 11:00
・ブルーアース石和
●あつまれ　楽笑塾
　筋力向上体操
・AM9:45 ～ 11:00
・春日居あぐり情報ステーション

●耳をすませばえほん隊
・ＡＭ11:00 ～　・PM2:00 ～
・石和図書館
●バムとケロのおはなし会
・ＰＭ1:30 ～　・八代図書館
●おりがみをたのしもう！
・AM10:30 ～
・春日居ふるさと図書館
●第12回邦楽合奏団 紅薔薇
コンサート「邦楽の響き」
・PM２:00 ～
・スコレーセンター

●耳をすませばえほん隊
・AM11:00 ～　・PM2:00 ～
・石和図書館
●歯と口の健康の祭典
・PM1:30 ～ 4:00
（受付はPM3:30まで）
・アピタ石和店1階フードコート
●楽蔵
・PM2:00 ～　・御坂図書館
●おばあちゃんおはなし会
・PM2:00 ～　・境川図書室

●ぱぱとぐらんぱのおはなし会
・AM10:３０ ～
・春日居ふるさと図書館
●耳をすませばえほん隊
・AM11:00 ～　・PM2:00 ～
・石和図書館

●結婚相談所
・PM6:30 ～ 8:30（受付）
・市役所市民窓口館3階
 302会議室
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保健だより 　 問合せ先　健康づくり課

　 問合せ先　芦川支所

ごみ収集日 　 問合せ先　環境推進課 または各支所

乳幼児健診など乳幼児健診など 母子健康手帳交付・各種教室など母子健康手帳交付・各種教室など

診療所開設日診療所開設日

乳幼児予防接種通知対象者
予防接種手帳

（定期接種および任意接種を含む冊子） 令和元年5月生まれ

日本脳炎　1期 平成28年7月生まれ

日本脳炎　2期 平成22年7月生まれ

二種混合　2期（ジフテリア・破傷風） 平成20年7月生まれ

M E M O月・木
火・金

川中島・荒屋・八田・東町・長塚・仲町・西町・日の出・下平井・上平井・県営住宅・中川・山崎・松本・駅前・山岸・向田
窪中島・四日市場・広瀬・唐柏・東高橋・今井・河内・小石和・砂原・井戸・東油川・恵比寿

可 燃 ご み 収 集 日（ 石 和 ）

毎週土曜日 小石和・上平井・八田
ミックスペーパー・その他プラスチック収集日（石和）

※1

※2

母子健康手帳交付
（妊娠届出）

3日(月)・10日（月）・17日(月)・24日（月）
AM8：50 ～ 11：00（予約制）
※開庁時間内に、電話で予約をしてください。
※交付日に都合の悪い方は、健康づくり課へご相談ください。

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

場所対 象種 類 日 時

診療所開設日 ６日(木)・１３日(木)・２０日(木)
２７日（木） PM1:30 ～ 4:00受付 芦川国民健康保険診療所

種 類 日 時 場 所

地 域
内 容
可 燃 ご み ※ ※1をご覧ください

水・土

火・金

日

2
（日）

全 地 域

全 地 域全地域（小石和・上平井・
八田を除く ※2）

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域

全 地 域二之宮・県営団地
成田・下成田・国衙

9
（日）

2
（日）

夏目原・井之上
下井之上・八千蔵
栗合・蕎麦塚

16
（日）

金川原・尾山
下野原・花鳥地区

23
（日）

黒駒地区

熊野堂・下岩下
別田・桑戸・加茂
寺本・枝郷

小松・国府・徳条
鎮目

資 源 物

粗 大 ご み
有 害 ご み

ミックスペーパー
その他プラスチック

石 和 御 坂 一 宮 八 代 境 川 春 日 居 芦 川
月・木

水

坪井・田中
竹原田・東原

金田・小城・北都塚
末木・下矢作
本都塚・国分

1
（土）

9
（日）

中尾・一ノ宮
南野呂・北野呂
上矢作・市之蔵
塩田・新巻

東新居・狐新居
金沢・土塚・神沢
石・地蔵堂・千米寺

8
（土）

火・金

土

15
（土）

20
（木）

全 地 域

月・木

土

月・木

土

8
（土）

15
（土）

二之宮・県営団地
成田・下成田・国衙8

（土）

夏目原・井之上
下井之上・八千蔵
栗合・蕎麦塚

1
（土）

金川原・尾山
下野原・花鳥地区22

（土）

黒駒地区15
（土）

月・木

2
（日）

全 地 域20
（木）

2
（日）

離乳食
教室

AM9:30 ～
9:45受付

前期

11日(火)

第1子が平成31年1月生の保護者

後期 第1子が平成30年9月生の保護者

AM9:30 ～
9:45受付25日(火)

種 類 場所対 象 日 時

市
役
所
保
健
福
祉
館（
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

PM1：00 ～
1：30受付

4カ月児
健康診査

平成31年2月1日 ～ 2月13日生 11日(火)

平成31年2月14日 ～ 2月28日生 25日(火)

10カ月児
健康診査

平成30年8月1日 ～ 8月15日生 7日(金)

平成30年8月16日 ～ 8月31日生 21日(金)

平成29年10月25日 ～ 11月16日生 5日(水)

平成29年11月17日 ～ 12月1日生 19日(水)

平成26年5月20日 ～ 6月14日生 6日(木)
平成26年6月15日 ～ 6月26日生 20日(木)
平成26年6月27日 ～ 7月11日生 28日(金)

1歳6カ月
児健康診査

3歳児健康
診査

5歳児健康
診査

平成27年12月5日 ～ 12月18日生 13日(木)

平成27年12月19日～平成28年1月6日生 27日(木)

平成28年11月19日 ～ 12月3日生 12日(水)

平成28年12月4日 ～ 12月19日生 26日(水)
2歳児歯科
健康診査

8
（土）

桑戸地域
ＪＡフルーツ山梨
春日居支所

7
（金）

鎮目地域
春日居スポーツ広場

11
（火）

立川地域
別田ちびっ子広場

12
（水）

国府地域
国府公民館前

13
（木）

徳条地域
石尊神社西

14
（金）

宮川地域
長慶寺北側駐車場

16
（日）

春日居町全域
春日居支所駐車場

定期予防接種
予診票

2
（日）

川中島・荒屋・八田
四日市場・広瀬・砂原

16
（日）

日の出・下平井・上平井
松本・山岸・唐柏・向田
東油川

9
（日）

30
（日）

東町・長塚・西町・今井

23
（日）

中川・小石和・井戸

仲町・窪中島・県営住宅
山崎・駅前・東高橋
河内・恵比寿

2
（日）

川中島・荒屋・上平井
東高橋・河内

9
（日） 山岸・唐柏・砂原・恵比寿

中川15
（土）

23
（日）

窪中島・下平井・山崎
松本・駅前・今井・井戸

30
（日） 今井

28
（金） 広瀬

小石和・向田20
（木）

16
（日）

八田・東町・長塚・仲町
東油川

19
（水） 西町

県営住宅3
（月）

5
（水） 日の出

6
（木） 四日市場

※平成29年2月生まれの方から、生後2カ月に予防接種手帳を交付しています。
　予診票発送対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳しいお知らせをします。
　接種時期等の内容をよく確認し、契約医療機関にて予防接種を受けてください。
※他市町村より転入された方、予診票のない方は、健康づくり課までご連絡ください。
※子宮頸がんの予防ワクチンの接種については、積極的にはお勧めしていません。
　接種にあたっては、有効性とリスクを理解した上で受けてください。

※乳幼児健診を欠席される場合は、健康づくり課へご連絡ください。

月

月

◇ ◆ ◇ その他のお知らせ ◇ ◆ ◇ 
【集団健診（石和町）】
▶日時　5月31日（金） ～ 6月4日（火）　AM8:30 ～ 10:30受付　
▶場所　スコレーセンター
【こころの健康相談】
▶日時　6月7日（金）　①PM3:00 ～ 3:55　②PM4:00 ～ 4:55　
▶場所　市役所市民窓口館　401会議室　※要予約
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